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編

集

後

記

主な日程（予定）

9月定例会の

９月５日（月）

９月６日（火）

９月７日（水）

９月８日（木）

９月９日（金）

９月13日（火）

９月14日（水）

９月20日（火）

９月21日（水）

９月22日（木）

９月27日（火）

９月29日（木）

本会議（初日）、
決算審査特別委員会ほか

決算分科会

決算分科会

決算分科会

決算分科会（予備日）

委員会

委員会（予備日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議、
決算審査特別委員会

本会議（最終日）

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL 0824-73-1162）へ
　お問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時からの予定です。

日にち 主な会議名

　庄
原
豪
雨
災
害
か
ら
１
年
、東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
と
津
波
か
ら
５
カ
月
。一

日
も
早
い
生
活
の
再
建
を
望
む
ば
か
り

で
す
。被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
や
さ
し
い

政
治
が
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は

あ
り
ま
せ
ん
。政
治
に
携
わ
る
者
は
片
時

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　庄
原
市
議
会
は
、情
報
の
公
開
と
市
民

参
加
を
原
則
と
し
た
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
め
ざ
し
て
一
歩
ず
つ
歩
を
進
め

て
い
ま
す
。７
月
に
市
内
22
カ
所
で
行
っ

た
議
会
報
告
会
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。各
会
場
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
た
く

さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　議
会
広
報
委
員
一
同
、よ
り
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
へ
、議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
。「
市
議
会

だ
よ
り
」に
対
す
る
率
直
な
ご
意

見
・
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

　
　委 

員 

長

　
　門
脇

　俊
照

　
　副
委
員
長

　
　谷
口

　隆
明

　
　委

　
　員

　
　福
山

　権
二

　
　
　
　
　
　
　
　赤
木

　忠
德

　
　
　
　
　
　
　
　竹
内

　光
義

　議会を傍聴することは、市政の運営を知
り、皆さんから選ばれた議員の活動状況な
どを理解する一つの方法です。
　本会議（議員全員が議場で市議会の最終
的な意志を決定する会議）は一般に公開さ
れ、どなたでも傍聴することができます。
　ぜひ、お気軽に議会傍聴においでくださ
い。なお、議場は本庁舎５階にあります。
　また、本会議の様子は、地域イントラネ
ットから生中継で各支所等でも見ること
ができます。どうぞご利用ください。

　表紙の写真は、県民の森（西城町）のブナ林で撮影した
ものです。近年、おしゃれな服装で登山を楽しむ女性（＝

「山ガール」）も増えているそうです。皆さんも身近な自
然を訪ねてみてはいかがですか。

６月定例会の様子

表紙
の

説明

議会を傍聴してみませんか。
（傍聴にあたっての手続きは必要ありません。）

第27号

「庄原の夏」再発見。
■発行：平成23年８月19日

その他

2p 議会報告会を開催しました

議会改革特別委員会を設置5p

６月定例会
4p 一般会計補正予算（第3号）可決

6p 請願

8p 議決結果

9p 一般質問
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■議会報告会を開催しました

○回答者総数：394人（回収率：80.7％）　○配布人数：488人（平均22.2人／会場）

■性別について ■年齢について

庄原

高

本村

峰田

敷信

東

山内

北

西城

八鉾

帝釈

小奴可

田森

八幡

東城

久代

新坂

口北

口南

高野

比和

総領

7月８日（金）

7月14日（木）

7月４日（月）

7月12日（火）

7月７日（木）

7月10日（日）

7月20日（水）

7月６日（水）

7月12日（火）

7月５日（火）

7月６日（水）

7月11日（月）

7月８日（金）

7月21日（木）

7月５日（火）

7月１日（金）

7月21日（木）

7月12日（火）

7月13日（水）

7月６日（水）

7月15日（金）

7月８日（金）

22人

20人

34人

13人

16人

50人

16人

30人

10人

11人

43人

30人

18人

7人

26人

46人

17人

15人

19人

19人

19人

7人

庄原市民会館

高自治振興センター

本村自治振興センター

峰田自治振興センター

敷信自治振興センター

東自治振興センター

山内自治振興センター

北自治振興センター

西城公民館

八鉾自治振興センター

帝釈自治振興センター

小奴可自治振興センター

田森自治振興センター

八幡自治振興センター

庄原市役所東城支所

久代自治振興センター

新坂自治振興センター

口和自治振興センター

口和老人福祉センター

上高自治振興センター

比和文化会館

総領自治振興センター

合　計

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

未記入

合　計

3

13

18

69

191

80

10

10

394

人数（人）年　代

男

女

未記入

合　計

244

30

120

394

人数（人）性　別

60代：47％

20代：１％
30代：３％

40代：５％

50代：18％70代：20％

80代：3％

未記入：3％

男性：62％

未記入：30％

女性：8％

● 会場で配布回収した議会報告会アンケート結果

●報告内容については、わかりやすく説明された。市の活性
化に係る案件も報告してほしい。議会だよりではわから
ないことが、詳しく説明された。

●継続されるよう要望します。
●行動されたことに評価をします。具体的な内容の説明に

ついては、少しわかりにくい点あり。
●現在の市民が一番関心のある問題であり、内容としてよ

かった。
●今後も続けてほしい。その際はもっと勉強して来てほしい。

●地域要望も出されるので、地元議員１人は参加されたい。
●１年に２回（前期と後期）はやってほしい。
●専門用語が多くわかりにくかった。
●個人意見も述べてもよいのではないか。
●結果報告ではなく、問題が起きたときに懇談会を開くべ

き。
●報告内容は各地域の話題を中心にされれば、議論が活発

になると思う。

●１人の発言は長くならないように。
●市民の意識の高揚を図る努力をしてほしい。
●他に報告すべき事案がある。
●納得できるまで協議できればよかった。
●もう少しはっきりした回答がほしい（質問に対する答え

になっていない）。

●ジュオン問題は極めて深刻。あいまいにしないで最後ま
で市民につつみ隠さず報告をしてください。

●時間切れで三楽荘についての十分な意見交換ができず残念。
●勉強をしっかり。
●説明を聞きながら思ったことは議会が十分行政のチェ

ック機能を果たしていないということだ。

●議員定数について市民の声を聞き、議論すべきであろう。
●市民参加の手法をもっと取り入れてほしい。
●せっかく決められた基本条例、市民との信頼関係がうまくいくよう、

使って守ってください。
●しっかりチェックしてください。
●身近に感じられるようにしてほしい。
●市議会の状況について、あまり関心を持っておりません。
●市民にわかりやすいような形にしていただきたいと思います。
●報告会を重ねてください。場慣れがしないので発言しにくい。
●一問一答方式について、十分とは言えない。
●政策立案にもっと取り組まれたい。
●市議会基本条例をしっかり守ってほしい。
●議会報告会資料が事前に配布してもらえたらよいと思います。（要望）

①：28％

②：39％

③：18％

未記入：15％

①：４％

②：69％

③：15％

未記入：12％

①：49％

②：30％

③：９％

未記入：12％

①：５％未記入：11％

②：75％

③：９％

　庄
原
市
議
会
で
は
、議
会
基
本

条
例
に
基
づ
く
議
会
報
告
会
を

7
月
1
日
か
ら
21
日
ま
で
、延
べ

14
日
間
、22
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。市
民
の
皆
さ
ま
に
日
頃
の
議

会
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、ご
意
見
や
ご
提

言
を
直
接
伺
い
、議
会
審
議
へ
の

活
用
や
議
会
運
営
の
改
善
を
図

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
、延

べ
4
8
8
人
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　班
編
成
に
つ
い
て
は
、
議
会

運
営
委
員
会
な
ら
び
に
総
務
財

政
、教
育
民
生
、産
業
建
設
の
各

常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を

班
長
と
し
、
議
長
を
除
き
各
常

任
委
員
会
か
ら
1
名
を
選
出
、

3
人
を
1
組
と
す
る
8
班
を
編

成
し
ま
し
た
。

　報
告
会
は
、最
初
に「
議
会
基

本
条
例
に
つ
い
て
」、「
三
楽
荘
に

つ
い
て
」、「
庄
原
市
と
環
境
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業（
㈱
ジ
ュ
オ
ン
）と

の
共
同
事
業
に
つ
い
て
」内
容
の

説
明
や
審
議
の
経
過
に
つ
い
て

報
告
を
行
っ
た
後
、質
疑
を
受
け

ま
し
た
。

　そ
の
後
意
見
交
換
と
し
て
、

議
会
運
営
や
市
政
全
般
な
ど
様
々

な
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　報
告
会
で
い
た
だ
い
た
意
見

等
に
つ
い
て
は
、現
在
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
会
の
概
要

参加者数

22会場

会　　場開催日地区地域

庄原

西城

東城

口和

高野

比和

総領

488人

議会報告会の内容について〔意見・要望〕（主なもの）問  01

意見交換会でお気づきになった点、発言できなかった事項（主なもの）問  06

庄原市議会についてのご意見（主なもの）問  07

本日の議会報告会について問  02 時間について問  03

資料について問  04 議会報告会の評価について問  05

①わかりやすかった

②どちらともいえない

③わかりにくかった

未記入

110

151

72

61

394

人数（人）設　問

合　計

①評価する

②どちらともいえない

③評価しない

未記入

194

117

37

46

394

人数（人）設　問

合　計

①長かった

②ふつう

③短かった

未記入

20

295

34

45

394

人数（人）設　問

合　計

①多い

②ふつう

③少ない

未記入

15

272

61

46

394

人数（人）設　問

合　計

口和老人福祉センター

東自治振興センター

議会報告会を
開催しました

～アンケートにご協力いただき ありがとうございました。～
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■議会報告会を開催しました

○回答者総数：394人（回収率：80.7％）　○配布人数：488人（平均22.2人／会場）

■性別について ■年齢について

庄原

高

本村

峰田

敷信

東

山内

北

西城

八鉾

帝釈

小奴可

田森

八幡

東城

久代

新坂

口北

口南

高野

比和

総領

7月８日（金）

7月14日（木）

7月４日（月）

7月12日（火）

7月７日（木）

7月10日（日）

7月20日（水）

7月６日（水）

7月12日（火）

7月５日（火）

7月６日（水）

7月11日（月）

7月８日（金）

7月21日（木）

7月５日（火）

7月１日（金）

7月21日（木）

7月12日（火）

7月13日（水）

7月６日（水）

7月15日（金）

7月８日（金）

22人

20人

34人

13人

16人

50人

16人

30人

10人

11人

43人

30人

18人

7人

26人

46人

17人

15人

19人

19人

19人

7人

庄原市民会館

高自治振興センター

本村自治振興センター

峰田自治振興センター

敷信自治振興センター

東自治振興センター

山内自治振興センター

北自治振興センター

西城公民館

八鉾自治振興センター

帝釈自治振興センター

小奴可自治振興センター

田森自治振興センター

八幡自治振興センター

庄原市役所東城支所

久代自治振興センター

新坂自治振興センター

口和自治振興センター

口和老人福祉センター

上高自治振興センター

比和文化会館

総領自治振興センター

合　計

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

未記入

合　計

3

13

18

69

191

80

10

10

394

人数（人）年　代

男

女

未記入

合　計

244

30

120

394

人数（人）性　別

60代：47％

20代：１％
30代：３％

40代：５％

50代：18％70代：20％

80代：3％

未記入：3％

男性：62％

未記入：30％

女性：8％

● 会場で配布回収した議会報告会アンケート結果

●報告内容については、わかりやすく説明された。市の活性
化に係る案件も報告してほしい。議会だよりではわから
ないことが、詳しく説明された。

●継続されるよう要望します。
●行動されたことに評価をします。具体的な内容の説明に

ついては、少しわかりにくい点あり。
●現在の市民が一番関心のある問題であり、内容としてよ

かった。
●今後も続けてほしい。その際はもっと勉強して来てほしい。

●地域要望も出されるので、地元議員１人は参加されたい。
●１年に２回（前期と後期）はやってほしい。
●専門用語が多くわかりにくかった。
●個人意見も述べてもよいのではないか。
●結果報告ではなく、問題が起きたときに懇談会を開くべ

き。
●報告内容は各地域の話題を中心にされれば、議論が活発

になると思う。

●１人の発言は長くならないように。
●市民の意識の高揚を図る努力をしてほしい。
●他に報告すべき事案がある。
●納得できるまで協議できればよかった。
●もう少しはっきりした回答がほしい（質問に対する答え

になっていない）。

●ジュオン問題は極めて深刻。あいまいにしないで最後ま
で市民につつみ隠さず報告をしてください。

●時間切れで三楽荘についての十分な意見交換ができず残念。
●勉強をしっかり。
●説明を聞きながら思ったことは議会が十分行政のチェ

ック機能を果たしていないということだ。

●議員定数について市民の声を聞き、議論すべきであろう。
●市民参加の手法をもっと取り入れてほしい。
●せっかく決められた基本条例、市民との信頼関係がうまくいくよう、

使って守ってください。
●しっかりチェックしてください。
●身近に感じられるようにしてほしい。
●市議会の状況について、あまり関心を持っておりません。
●市民にわかりやすいような形にしていただきたいと思います。
●報告会を重ねてください。場慣れがしないので発言しにくい。
●一問一答方式について、十分とは言えない。
●政策立案にもっと取り組まれたい。
●市議会基本条例をしっかり守ってほしい。
●議会報告会資料が事前に配布してもらえたらよいと思います。（要望）

①：28％

②：39％

③：18％

未記入：15％

①：４％

②：69％

③：15％

未記入：12％

①：49％

②：30％

③：９％

未記入：12％

①：５％未記入：11％

②：75％

③：９％

　庄
原
市
議
会
で
は
、議
会
基
本

条
例
に
基
づ
く
議
会
報
告
会
を

7
月
1
日
か
ら
21
日
ま
で
、延
べ

14
日
間
、22
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。市
民
の
皆
さ
ま
に
日
頃
の
議

会
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、ご
意
見
や
ご
提

言
を
直
接
伺
い
、議
会
審
議
へ
の

活
用
や
議
会
運
営
の
改
善
を
図

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
、延

べ
4
8
8
人
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　班
編
成
に
つ
い
て
は
、
議
会

運
営
委
員
会
な
ら
び
に
総
務
財

政
、教
育
民
生
、産
業
建
設
の
各

常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を

班
長
と
し
、
議
長
を
除
き
各
常

任
委
員
会
か
ら
1
名
を
選
出
、

3
人
を
1
組
と
す
る
8
班
を
編

成
し
ま
し
た
。

　報
告
会
は
、最
初
に「
議
会
基

本
条
例
に
つ
い
て
」、「
三
楽
荘
に

つ
い
て
」、「
庄
原
市
と
環
境
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業（
㈱
ジ
ュ
オ
ン
）と

の
共
同
事
業
に
つ
い
て
」内
容
の

説
明
や
審
議
の
経
過
に
つ
い
て

報
告
を
行
っ
た
後
、質
疑
を
受
け

ま
し
た
。

　そ
の
後
意
見
交
換
と
し
て
、

議
会
運
営
や
市
政
全
般
な
ど
様
々

な
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　報
告
会
で
い
た
だ
い
た
意
見

等
に
つ
い
て
は
、現
在
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
会
の
概
要

参加者数

22会場

会　　場開催日地区地域

庄原

西城

東城

口和

高野

比和

総領

488人

議会報告会の内容について〔意見・要望〕（主なもの）問  01

意見交換会でお気づきになった点、発言できなかった事項（主なもの）問  06

庄原市議会についてのご意見（主なもの）問  07

本日の議会報告会について問  02 時間について問  03

資料について問  04 議会報告会の評価について問  05

①わかりやすかった

②どちらともいえない

③わかりにくかった

未記入

110

151

72

61

394

人数（人）設　問

合　計

①評価する

②どちらともいえない

③評価しない

未記入

194

117

37

46

394

人数（人）設　問

合　計

①長かった

②ふつう

③短かった

未記入

20

295

34

45

394

人数（人）設　問

合　計

①多い

②ふつう

③少ない

未記入

15

272

61

46

394

人数（人）設　問

合　計

口和老人福祉センター

東自治振興センター

議会報告会を
開催しました

～アンケートにご協力いただき ありがとうございました。～
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人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

庄
原
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
２
５
号

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

議
案
第
１
３
５
号

● 

人 

事

● 

推 

薦

６月

定例会
June

議

案

主
な

農業集落排水事業

　地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑
損
控

除
額
等
の
特
例
な
ど
被
災
者
等

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、改

正
を
行
う
も
の
で
す
。▽

原
案
可
決

　庄
原
市
立
庄
原
中
学
校
改
築

工
事
（
特
別
教
室
棟
建
築
・
電
気

設
備
工
事
）の
請
負
契
約
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。

○
請
負
金
額

　１
億
７
３
０
４
万
円

○
請
負
業
者

　藤
元
建
設
工
業
・
大
歳
組
特
定

　建
設
工
事
共
同
企
業
体

　代
表
者

　藤
元
建
設
工
業
株

　式
会
社

　代
表
取
締
役

　藤
元
忠
利

▽
原
案
可
決

　す
べ
て
全
員
賛
成
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

再
選
す
る
た
め
意
見
を
求
め
る

も
の
で
す
。

川
西
町

　
　
　
　倉

　本

　昭

　伯

　氏

　現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
新
た
に
推
薦
す
る

た
め
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

東
城
町
田
黒

　
　
　
　瀧

　本

　壽

　司

　氏

東
城
町
粟
田

　
　
　
　
　
　尾

　智

　子

　氏

総
領
町
稲
草

　
　
　
　春

　田

　正

　治

　氏

　農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
第
12
条
第
2
号
の
規
定
に
基

づ
き
、議
会
が
農
業
委
員
会
委
員

候
補
者
4
名
を
推
薦
す
る
も
の
で
、

次
の
方
々
を
推
薦
人
と
決
定
し

ま
し
た
。

西
城
町
三
坂

　
　
　
　田

　邊

　幸

　美

　氏

東
城
町
三
坂

　
　
　
　藤

　井

　佳

　子

　氏

高
野
町
和
南
原

　
　
　
　向

　田

　純

　子

　氏

比
和
町
三
河
内

　
　
　
　松

　長

　百
合
子

　氏

●医療従事者育成奨学金貸付事業

　看護学生等の申請件数が当初の予定より多かったため、
事業費を追加

2,200万円追加
●水産振興事業

　昨年７月の災害への緊急的な対応として西城川漁業協
同組合に対する補助金を追加

200万円追加

●観光交流事業

　帝釈峡広域観光プロジェクト推進実行委員会への負担
金〔100万円〕などを追加

503万3,000円追加

●地域おこし協力隊推進事業

　高野観光交流ターミナル〔道の駅〕の供用開始に向けた
地域おこし協力隊員１名分の人件費などを追加

199万5,000円追加

●小学校教育振興事業（４校）

　東、西城、美古登、口北小学校で取り組む「山・海・島」体
験活動推進事業〔県委託事業〕の所要経費を追加

159万円追加

●感染症予防事業

　子宮頸がん予防接種対象者を高校３年生まで市独自で
拡大するための経費を追加

446万9,000円追加

●森林整備加速化・林業再生事業

　県費補助内示に伴う森林整備経費の追加

2,868万2,000円追加

●農業振興事業

　昨年７月の豪雨災害で被災し、通年で作付けができな
い農地を対象とした営農継続への支援金〔1,000万円〕な
どを追加

1,990万円追加

329億6,947万4,000円補正後の総額

2億77万4,000円追加補　正　額

医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
の

奨
学
生
は
ど
の
ぐ
ら
い
増
え

て
き
た
の
か
。

当
初
11
名
で
予
算
化
し
て
い

た
が
、28
名
の
応
募
が
あ
り
、特

に
看
護
師
等
の
希
望
が
多
か
っ
た
。昨

年
と
比
べ
て
実
数
自
体
も
増
え
て
い
る
。

昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
被

災
し
た
作
付
不
能
地
に
補
助

金
を
出
す
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で

あ
る
が
、今
後
の
展
開
は
。

こ
れ
か
ら
は
組
織
的
な
経
営

へ
導
い
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
あ
る
か
と
思
う
。
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
も
有
効
に
活
用
い
た
だ

い
て
、
地
域
の
全
体
的
な
再
生
を
図

る
方
向
で
取
り
組
み
を
続
け
た
い
。

西
城
川
漁
協
に
対
す
る
補
助

金
に
つ
い
て
、な
ぜ
今
の
時
期

に
補
正
な
の
か
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、非

常
に
河
川
状
態
が
悪
化
し
て

い
る
こ
と
へ
の
対
策
に
つ
い
て
昨
年

10
月
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
改
め

て
３
月
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

放
流
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
意
味
合

い
で
補
助
金
を
計
上
す
る
こ
と
に
し

た
た
め
、こ
の
時
期
と
な
っ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
事

業
に
つ
い
て
、委
員
講
師
等
謝

礼
の
内
容
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
報

償
費
、
日
額
７
８
０
０
円
の

１
４
０
日
分
、
１
０
９
万
２
千
円
で

あ
る
。

観
光
交
流
事
業
の
負
担
金
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

帝
釈
峡
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
協
議
会
を
本
市
と
神
石

高
原
町
、帝
釈
峡
観
光
協
会
、神
石
高

原
町
観
光
協
会
等
で
立
ち
上
げ
た
。

現
在
抱
え
て
い
る
問
題
等
に
つ
い
て
、

新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
や
改
善
策
を

研
究
し
て
い
く
。

災
害
復
旧
費
の
財
源
に
つ
い
て
、

国
県
支
出
金
や
地
方
債
が
減

と
な
り
、一
般
財
源
が
増
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
理
由
は
。

国
庫
負
担
金
等
に
つ
い
て
、全

額
、国
か
ら
の
交
付
決
定
が
来

な
か
っ
た
た
め
、
い
っ
た
ん
今
年
度

は
本
市
で
立
て
替
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。立
て
替
え
た
一
般
財
源
は
、事
業

完
了
後
に
、後
年
度
、国
か
ら
交
付
を

受
け
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

A Q

AAA QQQ

AA QQ 主
な
質
疑

総領診療所の空調機・医療機器の
故障に伴う修繕費などの追加

臨時職員賃金などの追加

臨時職員賃金の追加

高野湯川地区資源循環処理施設
工事請負費などの追加

主な補正内容補正後の総額補 正 額

1億912万4,000円

56億3,024万4,000円

4,550万1,000円

4億3,806万9,000円

45万4,000円追加

250万円追加

128万5,000円追加

8,502万円追加

会 計 名

国民健康保険（直診勘定）

介護保険

介護保険サービス事業

く
ら

も
と

あ
き

の
り

た
き

も
と

じ
ゆ
ん

じ

た
か

お

ち
え

こ

は
る

た

ま
さ

は
る

た

な
べ

さ
ち

み

ふ
じ

い

よ
し

こ

む
こ
う

だ

じ
ゅ
ん

こ

ま
つ

な
が

ゆ

り

こ

●主な補正内容

（第３号）

一般会計補正予算

６月定例会

可決した特別会計補正予算

　６
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
員
定
数
、
議
員
報
酬
、
政
務
調

査
費
の
あ
り
方
な
ど
の
審
査
を

行
う
た
め
、議
員
８
人
を
も
っ
て

構
成
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　委
員
の
選
任
は
次
の
と
お
り

で
す
。

委 

員 

長

　
　

  

林

　
　
　高
正

副
委
員
長

　
　

  

小
谷

　
　鶴
義

委

　
　員

　
　

  

谷
口

　
　隆
明

　
　
　
　
　
　

  

佐
々
木

　信
行

　
　
　
　
　
　

  

野
崎

　
　幸
雄

　
　
　
　
　
　

  

赤
木

　
　忠
德

　
　
　
　
　
　

  

田
中

　
　五
郎

　
　
　
　
　
　

  

福
山

　
　権
二

【
設
置
の
期
間
】

　本
会
議
で
本
件
の
最
終
報
告

を
行
う
ま
で

審査の様子

議
会
改
革

特
別
委
員
会
を
設
置
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す
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で
す
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　壽
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粟
田

　
　
　
　
　
　尾

　智

　子
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総
領
町
稲
草
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会
等
に
関
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律
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の
規
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に
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き
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会
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推
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す
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坂
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　氏

比
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町
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内

　
　
　
　松
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　氏

●医療従事者育成奨学金貸付事業

　看護学生等の申請件数が当初の予定より多かったため、
事業費を追加

2,200万円追加
●水産振興事業

　昨年７月の災害への緊急的な対応として西城川漁業協
同組合に対する補助金を追加

200万円追加

●観光交流事業

　帝釈峡広域観光プロジェクト推進実行委員会への負担
金〔100万円〕などを追加

503万3,000円追加

●地域おこし協力隊推進事業

　高野観光交流ターミナル〔道の駅〕の供用開始に向けた
地域おこし協力隊員１名分の人件費などを追加

199万5,000円追加

●小学校教育振興事業（４校）

　東、西城、美古登、口北小学校で取り組む「山・海・島」体
験活動推進事業〔県委託事業〕の所要経費を追加

159万円追加

●感染症予防事業

　子宮頸がん予防接種対象者を高校３年生まで市独自で
拡大するための経費を追加

446万9,000円追加

●森林整備加速化・林業再生事業

　県費補助内示に伴う森林整備経費の追加

2,868万2,000円追加

●農業振興事業

　昨年７月の豪雨災害で被災し、通年で作付けができな
い農地を対象とした営農継続への支援金〔1,000万円〕な
どを追加

1,990万円追加

329億6,947万4,000円補正後の総額

2億77万4,000円追加補　正　額

医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
の

奨
学
生
は
ど
の
ぐ
ら
い
増
え

て
き
た
の
か
。

当
初
11
名
で
予
算
化
し
て
い

た
が
、28
名
の
応
募
が
あ
り
、特

に
看
護
師
等
の
希
望
が
多
か
っ
た
。昨

年
と
比
べ
て
実
数
自
体
も
増
え
て
い
る
。

昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
被

災
し
た
作
付
不
能
地
に
補
助

金
を
出
す
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で

あ
る
が
、今
後
の
展
開
は
。

こ
れ
か
ら
は
組
織
的
な
経
営

へ
導
い
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
あ
る
か
と
思
う
。
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
も
有
効
に
活
用
い
た
だ

い
て
、
地
域
の
全
体
的
な
再
生
を
図

る
方
向
で
取
り
組
み
を
続
け
た
い
。

西
城
川
漁
協
に
対
す
る
補
助

金
に
つ
い
て
、な
ぜ
今
の
時
期

に
補
正
な
の
か
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、非

常
に
河
川
状
態
が
悪
化
し
て

い
る
こ
と
へ
の
対
策
に
つ
い
て
昨
年

10
月
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
改
め

て
３
月
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

放
流
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
意
味
合

い
で
補
助
金
を
計
上
す
る
こ
と
に
し

た
た
め
、こ
の
時
期
と
な
っ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
事

業
に
つ
い
て
、委
員
講
師
等
謝

礼
の
内
容
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
報

償
費
、
日
額
７
８
０
０
円
の

１
４
０
日
分
、
１
０
９
万
２
千
円
で

あ
る
。

観
光
交
流
事
業
の
負
担
金
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

帝
釈
峡
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
協
議
会
を
本
市
と
神
石

高
原
町
、帝
釈
峡
観
光
協
会
、神
石
高

原
町
観
光
協
会
等
で
立
ち
上
げ
た
。

現
在
抱
え
て
い
る
問
題
等
に
つ
い
て
、

新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
や
改
善
策
を

研
究
し
て
い
く
。

災
害
復
旧
費
の
財
源
に
つ
い
て
、

国
県
支
出
金
や
地
方
債
が
減

と
な
り
、一
般
財
源
が
増
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
理
由
は
。

国
庫
負
担
金
等
に
つ
い
て
、全

額
、国
か
ら
の
交
付
決
定
が
来

な
か
っ
た
た
め
、
い
っ
た
ん
今
年
度

は
本
市
で
立
て
替
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。立
て
替
え
た
一
般
財
源
は
、事
業

完
了
後
に
、後
年
度
、国
か
ら
交
付
を

受
け
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

A Q

AAA QQQ

AA QQ 主
な
質
疑

総領診療所の空調機・医療機器の
故障に伴う修繕費などの追加

臨時職員賃金などの追加

臨時職員賃金の追加

高野湯川地区資源循環処理施設
工事請負費などの追加

主な補正内容補正後の総額補 正 額

1億912万4,000円

56億3,024万4,000円

4,550万1,000円

4億3,806万9,000円

45万4,000円追加

250万円追加

128万5,000円追加

8,502万円追加

会 計 名

国民健康保険（直診勘定）

介護保険

介護保険サービス事業

く
ら

も
と

あ
き

の
り

た
き

も
と

じ
ゆ
ん

じ

た
か

お

ち
え

こ

は
る

た

ま
さ

は
る

た

な
べ

さ
ち

み

ふ
じ

い

よ
し

こ

む
こ
う

だ

じ
ゅ
ん

こ

ま
つ

な
が

ゆ

り

こ

●主な補正内容

（第３号）

一般会計補正予算

６月定例会

可決した特別会計補正予算

　６
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
員
定
数
、
議
員
報
酬
、
政
務
調

査
費
の
あ
り
方
な
ど
の
審
査
を

行
う
た
め
、議
員
８
人
を
も
っ
て

構
成
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　委
員
の
選
任
は
次
の
と
お
り

で
す
。

委 

員 

長

　
　

  

林

　
　
　高
正

副
委
員
長

　
　

  

小
谷

　
　鶴
義

委

　
　員

　
　

  

谷
口

　
　隆
明

　
　
　
　
　
　

  

佐
々
木

　信
行

　
　
　
　
　
　

  

野
崎

　
　幸
雄

　
　
　
　
　
　

  

赤
木

　
　忠
德

　
　
　
　
　
　

  

田
中

　
　五
郎

　
　
　
　
　
　

  

福
山

　
　権
二

【
設
置
の
期
間
】

　本
会
議
で
本
件
の
最
終
報
告

を
行
う
ま
で

審査の様子

議
会
改
革

特
別
委
員
会
を
設
置
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●
特
別
表
彰

　正
副
議
長
８
年
以
上

　議
員
24
年
以
上

　
　
　
　加
島

　英
俊

　議
員
16
年
以
上

　
　
　
　和
田

　満
福

　
　
　
　谷
口

　隆
明

　
　
　
　小
谷

　鶴
義

　議
員
12
年
以
上

　
　
　
　藤
山

　明
春

●
普
通
表
彰

　議
員
８
年
以
上

　
　
　
　竹
内

　光
義

　
　
　
　西
村

　和
正

　
　
　
　垣
内

　秀
孝

　
　
　
　赤
木

　忠
德

請  願
第1号

庄原市と環境ベンチャー企業との
共同事業の真相糾明を求める請願

問答

答

答

受賞者を代表してあいさつする加島英俊議員

民事再生による事業譲渡をめざすグリーンケミカル㈱

表 

彰
　６月定例会では、３件の意見書が可決され、国
会や関係省庁に提出し、その実現を図るよう要望
しました。

　原子力発電に依存しないエネルギー政策に転
換し、自然エネルギーの利用促進をより一層推進
することなどを要望しました。

　医療、福祉分野の人材確保をはじめとするセー
フティネット対策の充実、農林水産業の再興、環
境対策など、今後増大する財政需要を的確に取り
入れ、平成23年度地方財政計画・地方交付税総額
を確保することなどを要望しました。

　学校施設整備費、就学援助、奨学金など教育予
算の充実のため、地方交付税を含む国の予算を拡
充することや教職員の人材を確保するため、教職
員給与の財源を確保・充実することなどを要望し
ました。

原子力推進政策の転換を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

教育予算の拡充を求める意見書

　庄
原
市
と
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
と
の
共
同
事
業
問
題
の
真
相
を

明
ら
か
に
す
る
市
民
の
会

　世
話
人
代
表  

名
越
弘
文  

氏

　谷
口
隆
明
議
員

　「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
事
業
」が
ど
う
い
う
経
過
を
た

ど
っ
て
今
日
を
迎
え
て
い
る
の
か
、

つ
ま
び
ら
か
に
し
、事
の
真
相
を
徹

底
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
、

地
方
議
会
と
し
て
で
き
う
る
最
大

の
調
査
機
能
と
し
て
百
条
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と

● 

請
願
人

● 

請
願
項
目

● 

紹
介
議
員 請願

６月定例会では
次の請願書が
提出されました。

　こ
の
請
願
に
つ
い
て
は
、６
月
17

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、審
査
を
行

っ
た
。

　審
査
の
経
過
と
結
果
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

全
容
が
す
べ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

執
行
者
か
ら
先
日
も
民
事
再
生
法

の
手
続
の
説
明
を
受
け
、８
月
26
日

と
い
う
債
権
者
説
明
会
の
日
に
ち

を
言
わ
れ
て
い
る
。そ
う
い
っ
た
流

れ
の
中
で
、何
も
し
な
い
わ
け
で
は

な
く
、見
定
め
る
必
要
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

い
ろ
ん
な
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、そ
れ
に
対
応
す
る

た
め
に
、議
会
と
し
て
し
っ
か
り
と

い
ろ
ん
な
こ
と
を
つ
か
ん
で
お
け
ば
、

対
応
が
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
時
が
過
ぎ
て
い
っ
て
、
会
計

検
査
院
の
結
果
が
出
る
の
を
待
つ

と
か
、債
権
者
集
会
の
結
果
を
待
つ

と
か
い
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法
か

も
わ
か
ら
な
い
が
、そ
れ
と
並
行
し

て
、議
会
は
議
会
と
し
て
取
り
組
み

を
し
て
む
だ
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

百
条
調
査
権
を
行
使
し
た

場
合
、参
考
人
を
招
致
し
よ

う
と
し
て
、正
当
な
理
由
で
な
く
来

な
か
っ
た
と
し
た
ら
、い
わ
ゆ
る
刑

事
告
発
を
す
る
と
い
う
決
意
の
中

で
紹
介
議
員
と
な
っ
て
お
ら
れ
る

の
か
。

百
条
調
査
権
を
特
別
委
員

会
に
付
与
す
れ
ば
、そ
う
し

た
権
能
が
出
て
く
る
。状
況
に
よ
っ

て
は
、そ
う
し
た
こ
と
が
あ
り
う
る

と
思
う
。
よ
ほ
ど
悪
質
な
場
合
、
刑

事
告
発
、
そ
の
結
果
、
禁
固
刑
と
か

い
ろ
ん
な
こ
と
に
な
る
可
能
性
も

あ
る
。議
会
と
し
て
は
責
任
を
持
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。正

当
な
理
由
も
な
く
と
い

う
こ
と
を
判
断
す
る
場
合

に
は
、弁
護
士
あ
た
り
も
雇
わ
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
に
も
な
る
。調
査

を
し
た
い
も
の
だ
け
し
て
済
ん
だ

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。そ
う

い
っ
た
こ
と
が
現
実
に
可
能
と
判

断
さ
れ
て
い
る
の
か
。

百
条
調
査
は
、そ
こ
ま
で
徹

底
的
に
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
法

律
的
な
解
釈
と
な
っ
た
ら
、弁
護
士

等
に
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
か

も
わ
か
ら
な
い
が
、議
員
は
法
律
の

プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、勇
み
足
で
や

る
よ
り
も
、中
身
を
精
査
し
て
必
要

な
範
囲
で
調
査
す
べ
き
だ
と
い
う

ふ
う
に
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。そ

の
辺
は
や
っ
て
み
な
い
と
何
と
も

言
え
な
い
と
思
う
。

●
庄
原
市
と
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

　業
（
㈱
ジ
ュ
オ
ン
）
と
の
共
同
事

　業
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　で
既
に
一
定
の
整
理
は
さ
れ
て

　い
る
。

●
元
の
調
査
特
別
委
員
会
で
実
現

　が
で
き
な
か
っ
た
一
番
大
き
な

　も
の
は
、
証
人
の
喚
問
だ
ろ
う
。

　百
条
委
員
会
を
設
置
し
た
か
ら

　と
い
っ
て
出
席
さ
れ
る
と
は
想

　定
で
き
な
い
。

●
民
事
再
生
の
手
続
に
入
っ
て
や

　っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、

　議
会
が
前
に
出
て
、ス
ポ
ン
サ
ー

　と
し
て
協
力
し
て
や
ろ
う
と
い

　う
企
業
の
邪
魔
に
な
る
よ
う
な

　こ
と
を
し
て
も
い
け
な
い
。

●
議
会
は
何
も
し
な
い
の
で
は
な
い
。

　執
行
者
か
ら
は
資
料
も
こ
れ
か

　ら
出
さ
れ
て
く
る
。推
移
を
少
し

　見
守
っ
た
方
が
よ
い
。

●
先
の
調
査
特
別
委
員
会
で
結
論

　を
出
し
た
市
費
は
今
後
一
切
使

　わ
な
い
と
い
う
問
題
も
し
っ
か

　り
と
執
行
者
に
申
し
出
て
今
後

　進
め
て
い
く
の
が
本
来
の
進
め

　方
で
あ
る
。

　委
員
間
の
討
議
の
後
、採
決
し
た

結
果
、賛
成
者
な
し
で
不
採
択
と
す

る
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　な
お
、庄
原
市
と
環
境
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
と
の
共
同
事
業
に
関
す
る

件
に
つ
い
て
、議
会
で
は
平
成
22
年

12
月
16
日
開
催
の
定
例
会
で
議
員

25
名
全
員
に
よ
る
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
。事
実
経
緯
、背
景
、今
後

に
つ
い
て
、議
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、平
成
23

年
３
月
25
日
開
催
の
定
例
会
に
お

い
て
最
終
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　そ
の
後
の
状
況
、今
後
に
つ
い
て

は
、
特
別
委
員
会
解
散
後
も
、
こ
れ

以
上
の
市
費
の
投
入
は
避
け
る
と

い
う
特
別
委
員
会
の
最
終
報
告
時

の
認
識
の
も
と
、こ
の
件
に
関
し
動

き
が
あ
っ
た
場
合
は
、逐
次
議
会
に

報
告
、
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、

議
員
全
員
で
引
き
続
き
調
査
を
行

っ
て
お
り
、す
べ
て
が
完
全
に
決
着

を
し
た
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。今
後
も
引
き
続

き
注
視
し
て
い
く
。

意 見 書　５
月
26
日
に
島
根
県

出
雲
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
中
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、
本
市
市
議
会
議
員

が
次
の
と
お
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　ご
功
績
を
た
た
え
、

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
り

ま
す
。

委
員
長
報
告
の
要
旨

　地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に
基
づ

く
地
方
議
会
の
調
査
権
を
行
使
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
特
別
委
員
会
の

こ
と
で
す
。

　同
条
第
１
項
で
は
、「
当
該
普
通
地
方

公
共
団
体
の
事
務（
中
略
）に
関
す
る
調

査
を
行
い
、選
挙
人
そ
の
他
の
関
係
人

の
出
頭
及
び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」権
限
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
権
限
は
、百

条
調
査
権
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

問問

委
員
会
で
の
採
決
結
果

委
員
間
の
討
議 

（
主
な
も
の
）

紹
介
議
員
に
対
す
る
質
疑

（
主
な
も
の
）

◎
百
条
委
員
会
と
は
…

　こ
の
請
願
は
、６
月
16
日
の
本

会
議
に
上
程
さ
れ
、産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
付
託
と
な
り
ま
し
た
。

　審
査
の
経
過
及
び
結
果
は
、定

例
会
最
終
日
の
６
月
28
日
、本
会

議
に
お
い
て
委
員
長
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。報
告
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長
か
ら
の
報
告
、

質
疑
の
後
、採
決
し
た
結
果
、

賛
成
少
数
で

不
採
択
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●
特
別
表
彰

　正
副
議
長
８
年
以
上

　議
員
24
年
以
上

　
　
　
　加
島

　英
俊

　議
員
16
年
以
上

　
　
　
　和
田

　満
福

　
　
　
　谷
口

　隆
明

　
　
　
　小
谷

　鶴
義

　議
員
12
年
以
上

　
　
　
　藤
山

　明
春

●
普
通
表
彰

　議
員
８
年
以
上

　
　
　
　竹
内

　光
義

　
　
　
　西
村

　和
正

　
　
　
　垣
内

　秀
孝

　
　
　
　赤
木

　忠
德

請  願
第1号

庄原市と環境ベンチャー企業との
共同事業の真相糾明を求める請願

問答

答

答

受賞者を代表してあいさつする加島英俊議員

民事再生による事業譲渡をめざすグリーンケミカル㈱

表 

彰
　６月定例会では、３件の意見書が可決され、国
会や関係省庁に提出し、その実現を図るよう要望
しました。

　原子力発電に依存しないエネルギー政策に転
換し、自然エネルギーの利用促進をより一層推進
することなどを要望しました。

　医療、福祉分野の人材確保をはじめとするセー
フティネット対策の充実、農林水産業の再興、環
境対策など、今後増大する財政需要を的確に取り
入れ、平成23年度地方財政計画・地方交付税総額
を確保することなどを要望しました。

　学校施設整備費、就学援助、奨学金など教育予
算の充実のため、地方交付税を含む国の予算を拡
充することや教職員の人材を確保するため、教職
員給与の財源を確保・充実することなどを要望し
ました。

原子力推進政策の転換を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

教育予算の拡充を求める意見書

　庄
原
市
と
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
と
の
共
同
事
業
問
題
の
真
相
を

明
ら
か
に
す
る
市
民
の
会

　世
話
人
代
表  

名
越
弘
文  

氏

　谷
口
隆
明
議
員

　「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
事
業
」が
ど
う
い
う
経
過
を
た

ど
っ
て
今
日
を
迎
え
て
い
る
の
か
、

つ
ま
び
ら
か
に
し
、事
の
真
相
を
徹

底
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
、

地
方
議
会
と
し
て
で
き
う
る
最
大

の
調
査
機
能
と
し
て
百
条
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と

● 

請
願
人

● 

請
願
項
目

● 

紹
介
議
員 請願

６月定例会では
次の請願書が
提出されました。

　こ
の
請
願
に
つ
い
て
は
、６
月
17

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、審
査
を
行

っ
た
。

　審
査
の
経
過
と
結
果
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

全
容
が
す
べ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

執
行
者
か
ら
先
日
も
民
事
再
生
法

の
手
続
の
説
明
を
受
け
、８
月
26
日

と
い
う
債
権
者
説
明
会
の
日
に
ち

を
言
わ
れ
て
い
る
。そ
う
い
っ
た
流

れ
の
中
で
、何
も
し
な
い
わ
け
で
は

な
く
、見
定
め
る
必
要
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

い
ろ
ん
な
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、そ
れ
に
対
応
す
る

た
め
に
、議
会
と
し
て
し
っ
か
り
と

い
ろ
ん
な
こ
と
を
つ
か
ん
で
お
け
ば
、

対
応
が
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
時
が
過
ぎ
て
い
っ
て
、
会
計

検
査
院
の
結
果
が
出
る
の
を
待
つ

と
か
、債
権
者
集
会
の
結
果
を
待
つ

と
か
い
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法
か

も
わ
か
ら
な
い
が
、そ
れ
と
並
行
し

て
、議
会
は
議
会
と
し
て
取
り
組
み

を
し
て
む
だ
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

百
条
調
査
権
を
行
使
し
た

場
合
、参
考
人
を
招
致
し
よ

う
と
し
て
、正
当
な
理
由
で
な
く
来

な
か
っ
た
と
し
た
ら
、い
わ
ゆ
る
刑

事
告
発
を
す
る
と
い
う
決
意
の
中

で
紹
介
議
員
と
な
っ
て
お
ら
れ
る

の
か
。

百
条
調
査
権
を
特
別
委
員

会
に
付
与
す
れ
ば
、そ
う
し

た
権
能
が
出
て
く
る
。状
況
に
よ
っ

て
は
、そ
う
し
た
こ
と
が
あ
り
う
る

と
思
う
。
よ
ほ
ど
悪
質
な
場
合
、
刑

事
告
発
、
そ
の
結
果
、
禁
固
刑
と
か

い
ろ
ん
な
こ
と
に
な
る
可
能
性
も

あ
る
。議
会
と
し
て
は
責
任
を
持
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。正

当
な
理
由
も
な
く
と
い

う
こ
と
を
判
断
す
る
場
合

に
は
、弁
護
士
あ
た
り
も
雇
わ
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
に
も
な
る
。調
査

を
し
た
い
も
の
だ
け
し
て
済
ん
だ

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。そ
う

い
っ
た
こ
と
が
現
実
に
可
能
と
判

断
さ
れ
て
い
る
の
か
。

百
条
調
査
は
、そ
こ
ま
で
徹

底
的
に
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
法

律
的
な
解
釈
と
な
っ
た
ら
、弁
護
士

等
に
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
か

も
わ
か
ら
な
い
が
、議
員
は
法
律
の

プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、勇
み
足
で
や

る
よ
り
も
、中
身
を
精
査
し
て
必
要

な
範
囲
で
調
査
す
べ
き
だ
と
い
う

ふ
う
に
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。そ

の
辺
は
や
っ
て
み
な
い
と
何
と
も

言
え
な
い
と
思
う
。

●
庄
原
市
と
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

　業
（
㈱
ジ
ュ
オ
ン
）
と
の
共
同
事

　業
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　で
既
に
一
定
の
整
理
は
さ
れ
て

　い
る
。

●
元
の
調
査
特
別
委
員
会
で
実
現

　が
で
き
な
か
っ
た
一
番
大
き
な

　も
の
は
、
証
人
の
喚
問
だ
ろ
う
。

　百
条
委
員
会
を
設
置
し
た
か
ら

　と
い
っ
て
出
席
さ
れ
る
と
は
想

　定
で
き
な
い
。

●
民
事
再
生
の
手
続
に
入
っ
て
や

　っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、

　議
会
が
前
に
出
て
、ス
ポ
ン
サ
ー

　と
し
て
協
力
し
て
や
ろ
う
と
い

　う
企
業
の
邪
魔
に
な
る
よ
う
な

　こ
と
を
し
て
も
い
け
な
い
。

●
議
会
は
何
も
し
な
い
の
で
は
な
い
。

　執
行
者
か
ら
は
資
料
も
こ
れ
か

　ら
出
さ
れ
て
く
る
。推
移
を
少
し

　見
守
っ
た
方
が
よ
い
。

●
先
の
調
査
特
別
委
員
会
で
結
論

　を
出
し
た
市
費
は
今
後
一
切
使

　わ
な
い
と
い
う
問
題
も
し
っ
か

　り
と
執
行
者
に
申
し
出
て
今
後

　進
め
て
い
く
の
が
本
来
の
進
め

　方
で
あ
る
。

　委
員
間
の
討
議
の
後
、採
決
し
た

結
果
、賛
成
者
な
し
で
不
採
択
と
す

る
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　な
お
、庄
原
市
と
環
境
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
と
の
共
同
事
業
に
関
す
る

件
に
つ
い
て
、議
会
で
は
平
成
22
年

12
月
16
日
開
催
の
定
例
会
で
議
員

25
名
全
員
に
よ
る
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
。事
実
経
緯
、背
景
、今
後

に
つ
い
て
、議
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、平
成
23

年
３
月
25
日
開
催
の
定
例
会
に
お

い
て
最
終
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　そ
の
後
の
状
況
、今
後
に
つ
い
て

は
、
特
別
委
員
会
解
散
後
も
、
こ
れ

以
上
の
市
費
の
投
入
は
避
け
る
と

い
う
特
別
委
員
会
の
最
終
報
告
時

の
認
識
の
も
と
、こ
の
件
に
関
し
動

き
が
あ
っ
た
場
合
は
、逐
次
議
会
に

報
告
、
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、

議
員
全
員
で
引
き
続
き
調
査
を
行

っ
て
お
り
、す
べ
て
が
完
全
に
決
着

を
し
た
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。今
後
も
引
き
続

き
注
視
し
て
い
く
。

意 見 書　５
月
26
日
に
島
根
県

出
雲
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
中
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、
本
市
市
議
会
議
員

が
次
の
と
お
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　ご
功
績
を
た
た
え
、

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
り

ま
す
。

委
員
長
報
告
の
要
旨

　地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に
基
づ

く
地
方
議
会
の
調
査
権
を
行
使
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
特
別
委
員
会
の

こ
と
で
す
。

　同
条
第
１
項
で
は
、「
当
該
普
通
地
方

公
共
団
体
の
事
務（
中
略
）に
関
す
る
調

査
を
行
い
、選
挙
人
そ
の
他
の
関
係
人

の
出
頭
及
び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」権
限
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
権
限
は
、百

条
調
査
権
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

問問

委
員
会
で
の
採
決
結
果

委
員
間
の
討
議 

（
主
な
も
の
）

紹
介
議
員
に
対
す
る
質
疑

（
主
な
も
の
）

◎
百
条
委
員
会
と
は
…

　こ
の
請
願
は
、６
月
16
日
の
本

会
議
に
上
程
さ
れ
、産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
付
託
と
な
り
ま
し
た
。

　審
査
の
経
過
及
び
結
果
は
、定

例
会
最
終
日
の
６
月
28
日
、本
会

議
に
お
い
て
委
員
長
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。報
告
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長
か
ら
の
報
告
、

質
疑
の
後
、採
決
し
た
結
果
、

賛
成
少
数
で

不
採
択



一般質問
ここが聞きたい!

● 平成23年６月
6月16日～6月28日

13日間
会期定例会議決結果

表決
議席

請 

願

発
議

事　件　名
反
対（
人
）

平
山

　俊
憲

加
島

　英
俊

和
田

　満
福

谷
口

　隆
明

八
谷

　文
策

佐
々
木
信
行

野
崎

　幸
雄

宇
江
田
豊
彦

小
谷

　鶴
義

門
脇

　俊
照

藤
木

　邦
明

藤
山

　明
春

竹
内

　光
義

西
村

　和
正

垣
内

　秀
孝

赤
木

　忠
德

名
越

　峯
壽

岡
村

　信
吉

田
中

　五
郎

中
原

　
　巧

林

　
　高
正

横
路

　政
之

坂
本

　義
明

福
山

　権
二

徳
永

　泰
臣

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
議
決
結
果

番

　号

議
決
日

種

　類

賛
成（
人
）

6
月
28
日

原子力推進政策
の転換を求める
意見書

8 22 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○ ○ ○○○ 棄○ 欠○ ○
議
長○○ ○○

庄原市と環境ベ
ンチャー企業と
の共同事業の真
相糾明を求める
請願

1 2 21 × × × × × × × ○×○× × ××× ×× 欠× × 議
長

×× ××

問

問

問

門脇　俊照 議員

かど わき とし てる

横路　政之 議員

よこ ろ まさ ゆき
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６月の定例会では、13名が一般質問を
行いました。
この記事は、要旨をまとめたものです。

一 般 質 問
答

答

答

①
空
き
工
場
な
ど
を
全
国
の
企
業
へ

情
報
提
供
す
る
方
法
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
太
陽
光
発
電
施
設
な
ど
を
事
業
展
開
す
る

企
業
に
協
力
し
、耕
作
放
棄
地
を
利
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

�
現
在
�
本
市
�
遊
休
�
�
�
�
�

�
工
場
�
�
�
工
場
用
地
�
�
県
�

�
�
�
�
�
�
�
情
報
�
掲
載
�発
信
�
�庄

原
工
業
団
地
�
�
�
�
民
間
�
空
�
工
場
�

�
所
�
遊
休
工
場
用
地
�
�
所
�
情
報
�
提

供
�
�
�
�
�
今
後
�
�
随
時
�
最
新
�
情
報

�
提
供
�
�
各
関
係
機
関
�
連
携
�
図
�
�

�
�
迅
速
�
対
応
�
努
�
�
�
�

�
広
島
県
�
含
�
�
19
�
県
�
企
業
等
�
参

加
�
��
月
上
旬
��
自
然
�
�
�
�
�
協
議

会
��
設
立
�
予
定
�
�
�
�
�
��
�
協
議

会
�
�
自
然
�
�
�
�
�
�
�
�
分
散
型
�

�
�
�
�
社
会
�
実
現
�
�
�
�
�
�
�
�

具
体
的
�
方
策
�
�
�
�
休
耕
田
�
耕
作
放

棄
地
�
活
用
等
�
�
�
�
�
�
�
�
�
耕
作

放
棄
地
�
解
消
�
�
有
効
�
取
�
組
�
�
�

�
�
�
�
�
国
�
県
�
動
向
�
注
視
�
�
情
報

収
集
�
努
�
�
�
�

ニ
ー
ト
、引
き
こ
も
り
な
ど
の
若
者

を
支
援
す
る
体
制
を
強
化
す
べ
き
で

は
。

�
�
�
�
含
�
若
年
無
業
者
�
支
援

�
��
�
�
�当
事
者
�
�
�
若
者
�

�
今
�
状
態
�
�
脱
却
�
�
�
��
�
�
意
欲
�

意
識
�
醸
成
�
�
必
要
�
�
�
�
�
�
意
識

�
助
長
�
�
�
�
�
�
�
家
族
�
知
人
�
�

�
�
�
声
�
�
�
大
切
�
場
面
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
自
立
�
第
一
歩
�
家
族
�
地
域

�
担
�
�
�
�
適
切
�
考
�
�
�
�
�

�引
�
�
�
�
�
�
支
援
�
�
�
�
�
�
発

達
障
害
等
�
原
因
�
外
出
機
会
�
�
�
�
�

�
�
�
�
場
合
�
�
家
族
�
民
生
委
員
�
�

�
�
相
談
�
受
�
�本
人
�
�
面
接
�関
係
事

業
所
�
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携
�
�
保
健
師

�
�
�
家
庭
訪
問
�
家
族
�
関
係
者
�
�
協
議
�

見
守
�
体
制
�
整
備
�
含
�
継
続
的
�
関
�

�
�
�
努
�
�
�
�
�引
�
続
�
�相
談
支
援

�
充
実
�
地
域
�
�
�
�
�
�
体
制
�
構
築

�
向
�
�
取
�
組
�
�
進
�
�
�
�

横
路
政
之
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
危
機
管
理
�
情
報
�
�
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菜
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庄原市税条例の一部を改正する条例

庄原市農村広場設置及び管理条例の一部を改正する条例

財産の無償譲渡について〔大戸集会所　土地・建物〕

財産の無償譲渡について〔上竹原集会所　土地・建物〕

財産の無償譲渡について〔旧広島県営広域営農団地農道（東城地区）工事監督事務所・建物〕

平成23年度庄原市一般会計補正予算（第３号）

平成23年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）

平成23年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成23年度庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成23年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

工事請負契約の締結について〔庄原市立庄原中学校改築工事（特別教室棟建築・電気設備工事）〕

庄原市携帯電話鉄塔建設工事請負契約の変更について〔西城町、口和町、総領町〕

取得する財産の議決事項の変更について〔移動通信用無線設備機器一式（減額）〕

地方財政の充実・強化を求める意見書

教育予算の拡充を求める意見書

130

131

132

133

134

135

136

137

9

10

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

※藤木邦明議員欠席

〔表示例〕 ○・・・賛成  ×・・・反対  欠・・・欠席  議長・・・議長職  棄・・・棄権

不
採
択

原
案
可
決

会 派



一般質問
ここが聞きたい!

● 平成23年６月
6月16日～6月28日
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決
結
果

番

　号
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決
日

種

　類

賛
成（
人
）

6
月
28
日

原子力推進政策
の転換を求める
意見書

8 22 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○ ○ ○○○ 棄○ 欠○ ○
議
長○○ ○○

庄原市と環境ベ
ンチャー企業と
の共同事業の真
相糾明を求める
請願

1 2 21 × × × × × × × ○×○× × ××× ×× 欠× × 議
長

×× ××

問

問

問

門脇　俊照 議員

かど わき とし てる

横路　政之 議員

よこ ろ まさ ゆき

しょうばら市議会だより　2011 . 8 8しょうばら市議会だより　2011 . 89

６月の定例会では、13名が一般質問を
行いました。
この記事は、要旨をまとめたものです。

一 般 質 問
答

答

答

①
空
き
工
場
な
ど
を
全
国
の
企
業
へ

情
報
提
供
す
る
方
法
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
太
陽
光
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�
�
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収
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八
谷

　文
策

　
　
　
　
　
　

 

野
崎

　幸
雄

　
　
　
　
　
　

 

門
脇

　俊
照

　
　
　
　
　
　

 

藤
山

　明
春

代

　
　表

　
　

 

佐
々
木
信
行

事
務
局
長

　
　

 

中
原

　
　巧

清

　政

　会

日
本
共
産
党

み
ど
り
の
会

市 

民 

の 

会

野

　の

　風

ち

　ず

ち

　ず

ち

　ず

事　　　　件　　　　名番号種類

事　　　　件　　　　名 議決結果

議決結果

番号種類議決日

議決日

■賛成全員のもの

■賛否の分かれたもの

6
月
18
日

6
月
28
日

議

　
　案

議

　
　

 

案

発 
議

125

126

127

128

129

庄原市税条例の一部を改正する条例

庄原市農村広場設置及び管理条例の一部を改正する条例

財産の無償譲渡について〔大戸集会所　土地・建物〕

財産の無償譲渡について〔上竹原集会所　土地・建物〕

財産の無償譲渡について〔旧広島県営広域営農団地農道（東城地区）工事監督事務所・建物〕

平成23年度庄原市一般会計補正予算（第３号）

平成23年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）

平成23年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成23年度庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成23年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

工事請負契約の締結について〔庄原市立庄原中学校改築工事（特別教室棟建築・電気設備工事）〕

庄原市携帯電話鉄塔建設工事請負契約の変更について〔西城町、口和町、総領町〕

取得する財産の議決事項の変更について〔移動通信用無線設備機器一式（減額）〕

地方財政の充実・強化を求める意見書

教育予算の拡充を求める意見書

130

131

132

133

134

135

136

137

9

10

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

※藤木邦明議員欠席

〔表示例〕 ○・・・賛成  ×・・・反対  欠・・・欠席  議長・・・議長職  棄・・・棄権

不
採
択

原
案
可
決

会 派



一般質問
ここが聞きたい!

一般質問
ここが聞きたい!

問

問

藤山　明春議員

ふじ やま はるあき

国
の
制
度
を
活
用
し
た
集
落
の

維
持
に
つ
い
て

山
間
部
に
あ
る

自
宅
居
住
希
望
若
夫
婦
へ
の

住
宅
改
修
資
金
充
実
を

問

八谷　文策議員

やた がい ぶん さく

観
光
施
策
に
つ
い
て

しょうばら市議会だより　2011 . 8 10しょうばら市議会だより　2011 . 811

問

問

答答

答答

答

坂本　義明議員

さか もと よし あき

中原　　巧議員

なか はら たくみ

①
古
事
記
編
さ
ん
１
３
０
０
年
を
来

年
、迎
え
る
。古
く
か
ら
の
伝
説
を
新

し
い
観
光
施
策
に
取
り
入
れ
、比
婆
山
・
吾
妻

山
・
熊
野
神
社
な
ど
神
話
と
伝
説
を
合
わ
せ
て
、

新
し
い
観
光
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

②
既
存
の
施
設
を
つ
な
い
で
観
光
を
提
供
す

る
た
め
に
、連
絡
網
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

�
西
城
地
域
�
�
��
古
事
記
�
�
路
�

�
題
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

整
備
�語
�
部
�
�
�
�
歩
�
�比
婆
山
等
�

魅
力
�
肌
�
感
�
�
神
話
�
伝
説
等
�
学
�

取
�
組
�
�
実
施
�
�
�
�
��
�
�比
和
地

域
�
�
�
登
山
道
�
�
比
婆
山
古
道
�
�
名
�

�
�
整
備
�
�
�
�
�
�
��
比
婆
山
連
峰
地

域
振
興
会
�
�
結
成
検
討
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
作
�
�
�
�
�
組
織
化

�
進
�
�
�
�
�他
方
�観
光
公
社
設
立
準
備

室
�
�
�体
験
型
観
光
�
�
�
�古
事
記
�
里

�
夜
神
楽
�
楽
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
実

施
�
�
神
楽
�
鑑
賞
�
準
備
等
�
体
験
�
�

商
品
�
造
成
�
�
�
�
�
古
事
記
編
�
�
�

�
�
�
年
�
来
年
�
控
�
�本
市
�
��
�
�

機
会
�
捉
�
�
歴
史
的
素
材
�
観
光
資
源
�

�
�
積
極
的
�
活
用
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
各
地
域
�
観
光
協
会
�
�
�
�

�
情
報
�
集
約
�
�
発
信
�
�
�
傾
向
�
�

�
�
�
�
各
観
光
協
会
�
相
互
�
連
携
�
�

�
一
体
的
�
取
�
組
�
�
進
�
�
�
�
�
�

情
報
発
信
能
力
�
向
上
�
�
�
庄
原
�
観
光

�
力
強
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
発
足

�
�
�
�
�観
光
協
会
連
合
会
�
�
�
�現
在
�

�
�
中
�
観
光
公
社
設
立
準
備
室
�
設
�
�

専
任
�
�
�
�
�
�
�
�
専
門
性
�
高
�
�
�

既
存
�
観
光
資
源
�
�
�
魅
力
的
�
観
光
商

品
�
�
�
�
�
�
�
�
体
験
�
�
�
�
�
�

�
新
�
�
素
材
�
発
掘
�
商
品
化
�
進
�
�

�
�
�
�
�
�
�
市
内
�
広
�
点
在
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
沿
�
�
結
�
付
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
同
時
進
行
�
進
�
�
�
�
�
今
後
�
関
係

者
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
様
�
�
連
携

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
実
感
�
�

�
取
�
組
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国
は
集
落
維
持
の
た
め
、地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
集
落
支
援
員
制
度
を
創

設
し
た
。活
用
状
況
を
伺
う
。

地
域
�
�
�
協
力
隊
�
制
度
�
�
�

都
市
部
�
住
�
者
�
過
疎
地
域
�
迎

�
入
�
�
地
域
�
�
�
協
力
隊
員
�
�
�
委

嘱
�
�
地
域
活
動
�
従
事
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�今
回
�高
野
観
光
交
流
�
�
�
�

��
道
�
駅
��
隊
員
�
名
�
募
集
�
�
�
�

�
�
�
�活
動
内
容
�
�
�
�
�体
験
型
観
光

�
�
�
�
�
開
発
�地
域
特
産
品
�
開
発
�道

�
駅
�
�
�
等
�
予
定
�
�
�
�
�

�集
落
支
援
員
制
度
�
�
�
�
�
�
本
年
度

�
�
導
入
�
予
定
�
�
�
�
�
集
落
支
援
員

�
�
地
域
�
�
�
�
�
�
�
�
位
置
付
�
�
集

落
点
検
�
実
施
�
話
�
合
�
�
促
進
�
集
落

�
維
持
�
活
性
化
対
策
�
促
進
�
図
�
�
�

�
�
��
�
�
�地
域
課
題
�
解
決
�
向
�
住

民
�
団
体
�
連
携
�
�
事
業
�
取
�
組
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
携
�
�
�
�
�
�

�
�
考
�
�
�
�
��
�
�設
置
�
�
�
�
�

�
�
地
域
�
実
情
�
詳
�
�
身
近
�
人
材
�

望
�
�
�
�
�
�
�
�
市
�
直
接
雇
用
�
�

�
�
委
託
�
�
�
�
�
�
�
�
集
落
対
策
�

�
�
主
体
的
�
設
置
�
�
自
治
振
興
区
等
�

対
�
�
�
�
人
件
費
�
係
�
経
費
�
交
付
金

�
�
�
交
付
�
�
�
�
計
画
�
�
�
�
�

田
舎
居
住
を
希
望
す
る
若
夫
婦
が
増

え
て
い
る
。住
宅
改
修
資
金
は
定
住

促
進
に
有
効
と
考
え
る
が
、思
い
切
っ
て
充

実
す
る
考
え
は
な
い
か
。

現
在
�
本
市
�
�
�
新
婚
�
�
�
�
�

希
望
者
�
限
定
�
�
住
宅
改
修
�
特

別
�
制
度
�
�
�
�結
婚
�
際
��
�
�
�
�

�
�
際
�
自
宅
�
改
修
�
行
�
�
�
方
�
多

�
�
�
�
�
�
結
婚
�
�
�
�
�
地
域
�
�

離
�
�
�自
宅
�
改
修
�
�
��
�
�
�
家
族

�
同
居
�
�
�
方
�
�
�
�
�
�
自
宅
�
改

修
�
�
戻
�
�
�
�
�
�
方
�
貴
重
�
定
住

者
�
�
�
�
認
識
�
�
�
�
�
�
指
摘
�
件

�
�
�
�
�
今
後
検
討
�
�
�
�

藤
山
明
春
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
地
上
�
�
�
�
放
送
�
�
対
応
�
�
�
�

①
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

市
全
域
を
対
象
と
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
、被
害
想
定
区
域
等
を
市
民

に
周
知
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
災
害
時
に
お
け
る
指
揮
・
命
令
系
統
や
各

種
団
体
と
行
政
と
の
連
携
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

③
昨
年
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
高
齢
者
の
住

居
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

�
本
年
度
�市
内
全
域
�
対
象
�
�地

図
上
�
土
砂
災
害
危
険
区
域
�
浸
水

想
定
区
域
等
�
危
険
箇
所
�
�
�
避
難
所
等

�
指
定
施
設
�
表
示
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
化
�
整
備
�
�
�
�
�
�
�
�
�

活
用
�
�
市
�
�
�
�
�
�
�
等
�
通
�
�

市
民
�
情
報
提
供
�
�
�
�
�
�
�
地
域
�

�
�
紙
面
化
�
�
全
戸
�
配
布
�
�
�
�
検

討
�
�
�
�
�
�
�
�
災
害
�
備
�
�
�
�
�

各
家
庭
�
�
�
�
�
安
全
対
策
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
防
災
�
�
�
�

�
�
作
成
�
�
全
戸
�
配
布
�
�
�
�
計
画

中
�
�
�
�

�
庄
原
市
地
域
防
災
計
画
�
定
�
�
災
害
対

策
本
部
�
組
織
�
�
�本
部
員
�
�
�
各
課
長
�

教
育
長
�
�
�
消
防
署
長
�
消
防
団
長
�
位

置
付
�
�
�
�
本
部
長
�副
本
部
長
�
指
揮
�

監
督
下
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
本
年

度
�
地
域
防
災
計
画
�
見
直
�
�
�
�
�
�

本
部
内
情
報
�
共
有
�
円
滑
�
行
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
消
防
機
関
�
�
連
携
�
強
化

�
�
�
�
�
�
�本
部
内
�
指
揮
�
命
令
系
統

�
�
�
明
確
�
�
�
�
�
整
備
�
行
�
�
�

災
害
時
�
�
�
�
企
業
�
�
各
種
団
体
�
行

政
�
�
連
携
�
�
�
�
�
�
事
業
者
�
迅
速

�
�
円
滑
�
協
力
体
制
�
構
築
�
�
�
�
�

規
定
�
整
備
�
�
�
�
�有
事
�
際
�万
全
�

態
勢
�
復
旧
対
応
等
�
�
�
�
�
�
�
引
�

続
�
連
携
�
強
化
�
努
�
�
�
�

�
具
体
的
支
援
策
�
�
�
�
現
在
�
仮
住
�

�
�
�
�
市
営
�
県
営
住
宅
等
�
入
居
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
入
居
期
間
�
最
長
�

年
��
年
目
�
家
賃
�
無
料
�
�
�
�
�
�
�

�
年
目
�
�
�
�
限
�
被
災
者
�
負
担
軽

減
�
�
�
�
�
�
�
�県
�
調
整
�
�
�
�
�

住
宅
�
再
建
�
�
�
�
�
�
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
�
基
�
�
支
援
金
�
支
給
�
�
�
�

住
宅
�
建
設
�
補
修
等
�
困
難
�
場
合
�
�

市
営
住
宅
等
�
�
�
�
�
�
�
老
人
保
護

措
置
�
適
用
�
�
�
�
養
護
老
人
�
�
�
�

�
入
所
�
可
能
�
�
�
��
�
�要
介
護
者
�
�

介
護
保
険
上
�
施
設
等
�
優
先
的
�
入
所

�
�
�
�
�
�
高
齢
�
方
�
対
象
�
�
�
短

期
�
�
長
期
�
�
�
�
支
援
�
�
現
行
制
度

�
運
用
�
臨
時
的
対
応
�
�
�
継
続
的
�
実

施
�
�
�
�
�

生
活
道
と
し
て
日
常
利
用
す
る
道
路

の
整
備
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
現

実
に
、県
の
整
備
に
対
す
る
理
解
が
到
底
得

ら
れ
て
い
る
と
思
え
ず
残
念
で
あ
る
が
、本

年
度
以
降
の
整
備
の
方
向
に
つ
い
て
伺
う
。

①
緑
資
源
幹
線
林
道
支
線
高
尾
・
小
坂
線
庄
原
・

三
和
区
間
の
整
備
は
い
つ
の
時
点
で
展
望
が

開
け
る
の
か
。

②
一
般
県
道
中
領
家
庄
原
線
、主
要
地
方
道

三
良
坂
総
領
線
・
甲
山
甲
奴
上
市
線
は
ど
の

よ
う
に
事
業
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

�
高
尾
�
小
坂
線
�
�
�
�残
�
庄
原
�

三
和
区
間
�
�県
�
方
針
�
�
�
�三

次
市
�
比
和
�
新
庄
線
布
野
�
作
木
区
間
�
進

捗
状
況
�
勘
案
�
�
�
�
関
係
機
関
�
調
整

�
図
�
�
�
�
検
討
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

事
業
継
承
�
可
否
�
�
�
�
明
確
�
方
針
�

示
�
�
�
�
�
�
�
現
在
工
事
�
行
�
�
�

�
�
布
野
�
作
木
区
間
�
�今
後
�
年
�
�
�

年
�
工
事
期
間
�
必
要
�
思
�
�
�
�
�
�

�
�
間
庄
原
�
三
和
区
間
�
早
期
着
手
�
向

�
�
�
円
滑
�
事
業
�
実
施
�
�
�
�
�
県

�
調
整
�
図
�
�
�
�
�
�
�
�
�
引
�
続

�
県
知
事
�
強
�
要
望
�
�
�
�
�

�
中
領
家
庄
原
線
�
整
備
計
画
�
�
22
年
�

月
�
日
現
在
�
改
修
率
�
70
�
�
�
�
�
�
�

�
�
路
線
�
総
領
地
域
�
未
改
良
区
間
�

�
�
五
箇
工
区
�
田
尻
工
区
�
�
�
�
田
尻

工
区
�
�
利
用
者
�
安
全
�
確
保
�
�
目
的

�
�
局
部
改
良
�
�
�
実
施
�
�
道
路
再
生

改
良
事
業
�
�
当
面
�
交
通
課
題
�
解
消
�

取
�
組
�
�
�
�
�
�
�五
箇
工
区
�
�継
続

�
�
整
備
促
進
�
図
�
�
�
�
�
三
良
坂
総

領
線
�
平
成
13
年
度
�
�
着
手
�
�
22
年
度

�
完
成
予
定
�
�
�
�
�
完
成
予
定
目
標
�

24
年
度
�
変
更
�
�
�
�
��
�
後
�22
年
度

�
事
業
用
地
�
取
得
�
完
了
�
�
�
�
�
今

年
度
�
�
工
事
着
手
�
予
定
�
�
�
�
�
甲

山
甲
奴
上
市
線
�
�
合
併
以
前
�
�
整
備
促

進
�
�
�
�
期
成
同
盟
会
�
組
織
�
�
�
�

�
�
現
在
�
継
続
�
�
県
�
対
�
�
改
良
整

備
�
早
期
完
成
�
�
�
�
配
慮
�
�
願
�

�
�
�
�
�管
内
�
改
良
率
�
37
�
�
�
�
�

�
�
未
改
良
区
間
�
整
備
促
進
�
急
�
�
�

状
況
�
�
�
��
�
�
�総
領
町
�
未
改
良
区

間
�
�
県
�
整
備
計
画
�
�
未
着
手
路
線
�

�
�
�
�
�
付
�
�
�
�
�
�
�
予
算
措
置

�
�
大
変
厳
�
�
状
況
�
�
�
引
�
続
�
�
強

�
要
望
�
�
�
�

中
原
巧
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
本
市
�
中
華
人
民
共
和
国
四
川
省
綿
陽
市

��
�
交
流
事
業
�
�
�
�

総
領
町
を
通
過
す
る

国
県
道
等
の
整
備
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

熊野神社の社叢（西城町）
しゃそう



一般質問
ここが聞きたい!

一般質問
ここが聞きたい!

問

問

藤山　明春議員

ふじ やま はるあき

国
の
制
度
を
活
用
し
た
集
落
の

維
持
に
つ
い
て

山
間
部
に
あ
る

自
宅
居
住
希
望
若
夫
婦
へ
の

住
宅
改
修
資
金
充
実
を

問

八谷　文策議員

やた がい ぶん さく

観
光
施
策
に
つ
い
て

しょうばら市議会だより　2011 . 8 10しょうばら市議会だより　2011 . 811

問

問

答答

答答

答

坂本　義明議員

さか もと よし あき

中原　　巧議員

なか はら たくみ

①
古
事
記
編
さ
ん
１
３
０
０
年
を
来

年
、迎
え
る
。古
く
か
ら
の
伝
説
を
新

し
い
観
光
施
策
に
取
り
入
れ
、比
婆
山
・
吾
妻

山
・
熊
野
神
社
な
ど
神
話
と
伝
説
を
合
わ
せ
て
、

新
し
い
観
光
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

②
既
存
の
施
設
を
つ
な
い
で
観
光
を
提
供
す

る
た
め
に
、連
絡
網
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

�
西
城
地
域
�
�
��
古
事
記
�
�
路
�

�
題
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

整
備
�語
�
部
�
�
�
�
歩
�
�比
婆
山
等
�

魅
力
�
肌
�
感
�
�
神
話
�
伝
説
等
�
学
�

取
�
組
�
�
実
施
�
�
�
�
��
�
�比
和
地

域
�
�
�
登
山
道
�
�
比
婆
山
古
道
�
�
名
�

�
�
整
備
�
�
�
�
�
�
��
比
婆
山
連
峰
地

域
振
興
会
�
�
結
成
検
討
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
作
�
�
�
�
�
組
織
化

�
進
�
�
�
�
�他
方
�観
光
公
社
設
立
準
備

室
�
�
�体
験
型
観
光
�
�
�
�古
事
記
�
里

�
夜
神
楽
�
楽
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
実

施
�
�
神
楽
�
鑑
賞
�
準
備
等
�
体
験
�
�

商
品
�
造
成
�
�
�
�
�
古
事
記
編
�
�
�

�
�
�
年
�
来
年
�
控
�
�本
市
�
��
�
�

機
会
�
捉
�
�
歴
史
的
素
材
�
観
光
資
源
�

�
�
積
極
的
�
活
用
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
各
地
域
�
観
光
協
会
�
�
�
�

�
情
報
�
集
約
�
�
発
信
�
�
�
傾
向
�
�

�
�
�
�
各
観
光
協
会
�
相
互
�
連
携
�
�

�
一
体
的
�
取
�
組
�
�
進
�
�
�
�
�
�

情
報
発
信
能
力
�
向
上
�
�
�
庄
原
�
観
光

�
力
強
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
発
足

�
�
�
�
�観
光
協
会
連
合
会
�
�
�
�現
在
�

�
�
中
�
観
光
公
社
設
立
準
備
室
�
設
�
�

専
任
�
�
�
�
�
�
�
�
専
門
性
�
高
�
�
�

既
存
�
観
光
資
源
�
�
�
魅
力
的
�
観
光
商

品
�
�
�
�
�
�
�
�
体
験
�
�
�
�
�
�

�
新
�
�
素
材
�
発
掘
�
商
品
化
�
進
�
�

�
�
�
�
�
�
�
市
内
�
広
�
点
在
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
沿
�
�
結
�
付
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
同
時
進
行
�
進
�
�
�
�
�
今
後
�
関
係

者
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
様
�
�
連
携

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
実
感
�
�

�
取
�
組
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国
は
集
落
維
持
の
た
め
、地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
集
落
支
援
員
制
度
を
創

設
し
た
。活
用
状
況
を
伺
う
。

地
域
�
�
�
協
力
隊
�
制
度
�
�
�

都
市
部
�
住
�
者
�
過
疎
地
域
�
迎

�
入
�
�
地
域
�
�
�
協
力
隊
員
�
�
�
委

嘱
�
�
地
域
活
動
�
従
事
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�今
回
�高
野
観
光
交
流
�
�
�
�

��
道
�
駅
��
隊
員
�
名
�
募
集
�
�
�
�

�
�
�
�活
動
内
容
�
�
�
�
�体
験
型
観
光

�
�
�
�
�
開
発
�地
域
特
産
品
�
開
発
�道

�
駅
�
�
�
等
�
予
定
�
�
�
�
�

�集
落
支
援
員
制
度
�
�
�
�
�
�
本
年
度

�
�
導
入
�
予
定
�
�
�
�
�
集
落
支
援
員

�
�
地
域
�
�
�
�
�
�
�
�
位
置
付
�
�
集

落
点
検
�
実
施
�
話
�
合
�
�
促
進
�
集
落

�
維
持
�
活
性
化
対
策
�
促
進
�
図
�
�
�

�
�
��
�
�
�地
域
課
題
�
解
決
�
向
�
住

民
�
団
体
�
連
携
�
�
事
業
�
取
�
組
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
携
�
�
�
�
�
�

�
�
考
�
�
�
�
��
�
�設
置
�
�
�
�
�

�
�
地
域
�
実
情
�
詳
�
�
身
近
�
人
材
�

望
�
�
�
�
�
�
�
�
市
�
直
接
雇
用
�
�

�
�
委
託
�
�
�
�
�
�
�
�
集
落
対
策
�

�
�
主
体
的
�
設
置
�
�
自
治
振
興
区
等
�

対
�
�
�
�
人
件
費
�
係
�
経
費
�
交
付
金

�
�
�
交
付
�
�
�
�
計
画
�
�
�
�
�

田
舎
居
住
を
希
望
す
る
若
夫
婦
が
増

え
て
い
る
。住
宅
改
修
資
金
は
定
住

促
進
に
有
効
と
考
え
る
が
、思
い
切
っ
て
充

実
す
る
考
え
は
な
い
か
。

現
在
�
本
市
�
�
�
新
婚
�
�
�
�
�

希
望
者
�
限
定
�
�
住
宅
改
修
�
特

別
�
制
度
�
�
�
�結
婚
�
際
��
�
�
�
�

�
�
際
�
自
宅
�
改
修
�
行
�
�
�
方
�
多

�
�
�
�
�
�
結
婚
�
�
�
�
�
地
域
�
�

離
�
�
�自
宅
�
改
修
�
�
��
�
�
�
家
族

�
同
居
�
�
�
方
�
�
�
�
�
�
自
宅
�
改

修
�
�
戻
�
�
�
�
�
�
方
�
貴
重
�
定
住

者
�
�
�
�
認
識
�
�
�
�
�
�
指
摘
�
件

�
�
�
�
�
今
後
検
討
�
�
�
�

藤
山
明
春
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
地
上
�
�
�
�
放
送
�
�
対
応
�
�
�
�

①
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

市
全
域
を
対
象
と
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
、被
害
想
定
区
域
等
を
市
民

に
周
知
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
災
害
時
に
お
け
る
指
揮
・
命
令
系
統
や
各

種
団
体
と
行
政
と
の
連
携
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

③
昨
年
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
高
齢
者
の
住

居
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

�
本
年
度
�市
内
全
域
�
対
象
�
�地

図
上
�
土
砂
災
害
危
険
区
域
�
浸
水

想
定
区
域
等
�
危
険
箇
所
�
�
�
避
難
所
等

�
指
定
施
設
�
表
示
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
化
�
整
備
�
�
�
�
�
�
�
�
�

活
用
�
�
市
�
�
�
�
�
�
�
等
�
通
�
�

市
民
�
情
報
提
供
�
�
�
�
�
�
�
地
域
�

�
�
紙
面
化
�
�
全
戸
�
配
布
�
�
�
�
検

討
�
�
�
�
�
�
�
�
災
害
�
備
�
�
�
�
�

各
家
庭
�
�
�
�
�
安
全
対
策
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
防
災
�
�
�
�

�
�
作
成
�
�
全
戸
�
配
布
�
�
�
�
計
画

中
�
�
�
�

�
庄
原
市
地
域
防
災
計
画
�
定
�
�
災
害
対

策
本
部
�
組
織
�
�
�本
部
員
�
�
�
各
課
長
�

教
育
長
�
�
�
消
防
署
長
�
消
防
団
長
�
位

置
付
�
�
�
�
本
部
長
�副
本
部
長
�
指
揮
�

監
督
下
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
本
年

度
�
地
域
防
災
計
画
�
見
直
�
�
�
�
�
�

本
部
内
情
報
�
共
有
�
円
滑
�
行
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
消
防
機
関
�
�
連
携
�
強
化

�
�
�
�
�
�
�本
部
内
�
指
揮
�
命
令
系
統

�
�
�
明
確
�
�
�
�
�
整
備
�
行
�
�
�

災
害
時
�
�
�
�
企
業
�
�
各
種
団
体
�
行

政
�
�
連
携
�
�
�
�
�
�
事
業
者
�
迅
速

�
�
円
滑
�
協
力
体
制
�
構
築
�
�
�
�
�

規
定
�
整
備
�
�
�
�
�有
事
�
際
�万
全
�

態
勢
�
復
旧
対
応
等
�
�
�
�
�
�
�
引
�

続
�
連
携
�
強
化
�
努
�
�
�
�

�
具
体
的
支
援
策
�
�
�
�
現
在
�
仮
住
�

�
�
�
�
市
営
�
県
営
住
宅
等
�
入
居
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
入
居
期
間
�
最
長
�

年
��
年
目
�
家
賃
�
無
料
�
�
�
�
�
�
�

�
年
目
�
�
�
�
限
�
被
災
者
�
負
担
軽

減
�
�
�
�
�
�
�
�県
�
調
整
�
�
�
�
�

住
宅
�
再
建
�
�
�
�
�
�
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
�
基
�
�
支
援
金
�
支
給
�
�
�
�

住
宅
�
建
設
�
補
修
等
�
困
難
�
場
合
�
�

市
営
住
宅
等
�
�
�
�
�
�
�
老
人
保
護

措
置
�
適
用
�
�
�
�
養
護
老
人
�
�
�
�

�
入
所
�
可
能
�
�
�
��
�
�要
介
護
者
�
�

介
護
保
険
上
�
施
設
等
�
優
先
的
�
入
所

�
�
�
�
�
�
高
齢
�
方
�
対
象
�
�
�
短

期
�
�
長
期
�
�
�
�
支
援
�
�
現
行
制
度

�
運
用
�
臨
時
的
対
応
�
�
�
継
続
的
�
実

施
�
�
�
�
�

生
活
道
と
し
て
日
常
利
用
す
る
道
路

の
整
備
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
現

実
に
、県
の
整
備
に
対
す
る
理
解
が
到
底
得

ら
れ
て
い
る
と
思
え
ず
残
念
で
あ
る
が
、本

年
度
以
降
の
整
備
の
方
向
に
つ
い
て
伺
う
。

①
緑
資
源
幹
線
林
道
支
線
高
尾
・
小
坂
線
庄
原
・

三
和
区
間
の
整
備
は
い
つ
の
時
点
で
展
望
が

開
け
る
の
か
。

②
一
般
県
道
中
領
家
庄
原
線
、主
要
地
方
道

三
良
坂
総
領
線
・
甲
山
甲
奴
上
市
線
は
ど
の

よ
う
に
事
業
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

�
高
尾
�
小
坂
線
�
�
�
�残
�
庄
原
�

三
和
区
間
�
�県
�
方
針
�
�
�
�三

次
市
�
比
和
�
新
庄
線
布
野
�
作
木
区
間
�
進

捗
状
況
�
勘
案
�
�
�
�
関
係
機
関
�
調
整

�
図
�
�
�
�
検
討
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

事
業
継
承
�
可
否
�
�
�
�
明
確
�
方
針
�

示
�
�
�
�
�
�
�
現
在
工
事
�
行
�
�
�

�
�
布
野
�
作
木
区
間
�
�今
後
�
年
�
�
�

年
�
工
事
期
間
�
必
要
�
思
�
�
�
�
�
�

�
�
間
庄
原
�
三
和
区
間
�
早
期
着
手
�
向

�
�
�
円
滑
�
事
業
�
実
施
�
�
�
�
�
県

�
調
整
�
図
�
�
�
�
�
�
�
�
�
引
�
続

�
県
知
事
�
強
�
要
望
�
�
�
�
�

�
中
領
家
庄
原
線
�
整
備
計
画
�
�
22
年
�

月
�
日
現
在
�
改
修
率
�
70
�
�
�
�
�
�
�

�
�
路
線
�
総
領
地
域
�
未
改
良
区
間
�

�
�
五
箇
工
区
�
田
尻
工
区
�
�
�
�
田
尻

工
区
�
�
利
用
者
�
安
全
�
確
保
�
�
目
的

�
�
局
部
改
良
�
�
�
実
施
�
�
道
路
再
生

改
良
事
業
�
�
当
面
�
交
通
課
題
�
解
消
�

取
�
組
�
�
�
�
�
�
�五
箇
工
区
�
�継
続

�
�
整
備
促
進
�
図
�
�
�
�
�
三
良
坂
総

領
線
�
平
成
13
年
度
�
�
着
手
�
�
22
年
度

�
完
成
予
定
�
�
�
�
�
完
成
予
定
目
標
�

24
年
度
�
変
更
�
�
�
�
��
�
後
�22
年
度

�
事
業
用
地
�
取
得
�
完
了
�
�
�
�
�
今

年
度
�
�
工
事
着
手
�
予
定
�
�
�
�
�
甲

山
甲
奴
上
市
線
�
�
合
併
以
前
�
�
整
備
促

進
�
�
�
�
期
成
同
盟
会
�
組
織
�
�
�
�

�
�
現
在
�
継
続
�
�
県
�
対
�
�
改
良
整

備
�
早
期
完
成
�
�
�
�
配
慮
�
�
願
�

�
�
�
�
�管
内
�
改
良
率
�
37
�
�
�
�
�

�
�
未
改
良
区
間
�
整
備
促
進
�
急
�
�
�

状
況
�
�
�
��
�
�
�総
領
町
�
未
改
良
区

間
�
�
県
�
整
備
計
画
�
�
未
着
手
路
線
�

�
�
�
�
�
付
�
�
�
�
�
�
�
予
算
措
置

�
�
大
変
厳
�
�
状
況
�
�
�
引
�
続
�
�
強

�
要
望
�
�
�
�

中
原
巧
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
本
市
�
中
華
人
民
共
和
国
四
川
省
綿
陽
市

��
�
交
流
事
業
�
�
�
�

総
領
町
を
通
過
す
る

国
県
道
等
の
整
備
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

熊野神社の社叢（西城町）
しゃそう
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一般質問
ここが聞きたい!

問 協
同
組
合
庄
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

問問

問

名越　峯壽議員

な ごし むね とし

林　　高正議員

はやし たか まさ

しょうばら市議会だより　2011 . 8 12しょうばら市議会だより　2011 . 813

問

問問

問

答

答答

答

答答

答 答

宇江田豊彦議員

う え だ とよ ひこ

西村　和正議員

にし むら まさかず

ジ
ョ
イ
フ
ル
は
地
元
商
店
の
集
合
体

の
協
同
組
合
で
あ
る
が
、大
型
店
舗

と
捉
え
ら
れ
、店
舗
改
装
支
援
事
業
や
起
業

補
助
事
業
等
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。各

事
業
の
適
用
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
�
�
�
�
�
�庄
原
市
�
代
表
�
�

商
業
�
核
�
�
�
昭
和
53
年
�
整
備

�
�
�地
域
�
買
�
物
拠
点
�
�
�
重
要
�
役

割
�
担
�
�
�
�
�本
市
�
�相
次
�
大
店
舗
�

出
店
�
�
�
街
中
�
買
�
物
�
�
�
人
�
少
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
課
題
�
少
�
�
�
緩
和

�
�
手
段
�
�
�
�空
�
店
舗
�
個
店
活
用
�

対
�
��
�
�
�
�
活
性
化
補
助
事
業
���
最
寄

�
買
�
店
舗
改
装
支
援
補
助
事
業
��
実
施
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�本
制
度
�
大
規
模
小
売

店
舗
�
適
用
�
�
�
�
�
適
当
�
�
�
�
考
�

�
�
�現
在
�市
�
県
立
広
島
大
学
研
究
開
発
助

成
事
業
�
��
�
�
�
�
�
�
場
�
�
�
�
再

活
性
化
対
策
�
研
究
�
�
�
支
援
�
�
�
�
�

�
�
研
究
結
果
�
踏
�
�
�
��
�
�
�
形
�

支
援
�
�
�
�
�
検
討
�
�
�
�
�
�
�

合
併
し
て
７
年
目
と
な
る
が
、地
域

間
の
格
差
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
う
。地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
入
れ
て
で
も

集
落
点
検
を
行
い
な
が
ら
、地
域
振
興
計
画

を
至
急
に
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
振
興
計
画
�
�
自
治
振
興
�
�

�
�
�
指
定
管
理
者
�
�
�
19
�
�

�
�
自
治
振
興
区
�
未
策
定
�
�
�
�
�
今

年
度
�
�
策
定
�
検
討
�
�
�
�
�
�
残
�

30
自
治
振
興
区
�
�
�
�
自
治
振
興
区
�
�

�
�
計
画
�
策
定
�
�
�
�
�
�
�
�今
後
�

自
治
振
興
区
�
再
編
�
自
治
振
興
�
�
�
�

�
�
移
行
�
推
進
�
�
再
編
後
�
地
域
振
興

計
画
�
早
期
策
定
�
促
進
�
�
�
��
�
�平

成
21
年
度
�
�
�
地
域
振
興
計
画
�
策
定
�

推
進
�
�
�
�
�
経
費
�
一
部
�
地
域
振
興

交
付
金
�
�
�
交
付
�
�
支
援
�
�
�
�
�

計
画
�
策
定
�
�
�
�
地
域
�
�
�
�
�
�

�
活
用
�
�
�
�
�
�
有
効
�
手
段
�
一
�

�
�
�
�
�策
定
�
手
法
�
��
�
�
�
�
自

治
振
興
区
�
自
主
的
�
主
体
的
�
決
定
�
�

�
�
�
�
�
�
�
認
識
�
�
�
�
�

林
高
正
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
集
落
支
援
員
制
度
�
地
域
�
�
�
協
力
隊

��
�
�
�

施
政
方
針
で「
生
業
と
し
て
の
林
業

振
興
政
策
の
検
討
」と
あ
る
が
、具
体

的
に
伺
う
。①
素
材
生
産
の
付
加
価
値
を
あ

げ
る
加
工
施
設
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
林
業
従
事
者
の
人
材
育
成
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

�
現
在
�
市
内
�
�
乾
燥
施
設
�
保

有
�
�
大
規
模
�
木
材
加
工
施
設
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
会
議
�
中
心
�
製
材
加
工
事
業
�
成
立
�

向
�
�
調
査
�検
討
�
進
�
�
�
�
�
�新
規

�
設
備
投
資
�
�
�
�
膨
大
�
�
�
�
�
�

解
決
�
�
�
課
題
�
多
�
�
早
期
�
事
業
化

�
非
常
�
困
難
�
�
�
�
判
断
�
�
経
過
�

�
�
��
�
�森
林
�
有
効
活
用
�
�
�
�
�
�

製
材
加
工
施
設
�
果
�
�
役
割
�
重
要
�
認

識
�
�
�
�
�
引
�
続
�
前
向
�
�
検
討
�

重
�
�
�
�

�
林
業
従
事
者
�
確
保
�
育
成
�
�
�
�
�
�

国
�
県
�
�
�
�
関
連
�
�
施
策
�
展
開
�

�
�
�
�
�県
内
�
�
�財
団
法
人
広
島
県
農

林
振
興
�
�
�
�
�
県
�
�
指
定
�
受
�
�

林
業
事
業
主
�
対
�
�
雇
用
管
理
�
改
善
�
�

事
業
�
合
理
化
�
関
�
�
支
援
措
置
�
林
業

技
術
�
機
械
操
作
�
就
業
体
験
等
�
関
�
�

研
修
�
実
施
�
�
�
�
�
地
域
�
実
情
�
応

�
�
支
援
対
策
�
行
�
�
�
�
�本
市
�
�
�

独
自
�
人
材
育
成
対
策
�
行
�
�
�
�
�
�
�

林
業
従
事
者
�
人
材
育
成
�
�
�
生
活
環
境

整
備
�
�
�
取
�
組
�
�
本
市
�
林
業
振
興

�
図
�
�
�
�
�
重
要
�
�
�
�
認
識
�
�

�
�
�
県
�
支
援
対
策
�
国
�
関
係
機
関
�
�

連
携
�
密
�
�
�
�
�
�
必
要
�
対
応
�
図

�
�
�
�
�
�
�

和
牛
の
増
頭
計
画
に
つ
い
て
、過
去

10
年
間
の
畜
産
農
家
戸
数
と
成
牛
頭

数
の
推
移
は
。ま
た
、補
助
金
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

農
協
調
�
�
�
�平
成
13
年
度
�
�
�

�
�
�
戸
�
�16
�
月
齢
以
上
�
繁

殖
和
牛
�
�
�
�
頭
�
飼
育
�
�
�
�
�
�
�

平
成
22
年
度
�
�
��
�
�
戸
�
��
�
�
�

頭
�
�
�
�
�
�
�補
助
金
�
見
直
�
�
�現

在
策
定
中
�
庄
原
市
農
林
業
振
興
計
画
�
�

整
合
性
�
図
�
�
�
�
�
�
広
島
牛
振
興
協

議
会
�
助
成
事
業
�
取
�
組
�
状
況
�
�
庄

原
農
協
�
和
牛
改
良
組
合
�
和
牛
飼
育
集
落

法
人
�
�
�
関
係
者
�
意
見
�
聴
�
中
�
�

検
討
�
�
�
�

地
域
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
再
生
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、

成
果
と
課
題
は
ど
う
か
。今
後
の
あ
り
方
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

楽
笑
座
�交
流
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�三
軒
茶
屋

�
�
�
�
街
中
�
�
�
�
�
�
�
�
創
出
�
�

�
�
�
設
置
�
�
施
設
�
�
�
�
�
�
�
�

施
設
�
果
�
�
役
割
�
�
�
�
�
�
活
性
化

�
一
�
�
道
具
�
�
�
機
能
�
��
�
�
�
�
�

�
作
�
出
�
�
�
�
本
来
�
目
的
�
�
�
�

周
辺
地
域
�
商
店
等
�
対
�
�
波
及
効
果
�

生
�
出
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
程
度
�

面
的
整
備
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
��

�
�
面
�
活
性
化
�
図
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
考
�
�
�
�
��
�
�
�
�今
年

度
�新
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
設
置
�
�施

設
�
�
�
方
�
�
�
�
�
�
創
出
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
状
況
�
検
証
�
�
検
討
�
�
�

�
�
�
�

平
成
21
年
12
月
、庄
原
市
博
物
館
・
資

料
館
運
営
協
議
会
よ
り
、「
庄
原
市
博

物
館
・
資
料
館
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る

意
見
書
」が
出
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
意
見
書

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

教
育
委
員
会
�
�
�
�
�
意
見
書
�

�
�
�
�
�
�
各
項
目
�
内
部
�
検

討
�
�博
物
館
�
資
料
館
�
管
理
運
営
�
係
�

実
施
計
画
�
作
成
�
�
今
年
度
早
�
時
期
�

目
途
�
�現
在
進
�
�
�
�
�意
見
書
�
参
考

�
�昨
年
度
�
�
各
施
設
�
収
蔵
資
料
�
整
理
�

把
握
�
進
�
�
�
�
�
今
年
度
�
継
続
�
�

作
業
�
実
施
�
�
�
�
��
�
�今
年
度
�
�

�
�資
料
�
展
示
活
用
�学
校
�
連
携
�
�
文

化
財
�
博
物
館
等
�
活
用
�
�
事
業
�
文
化

財
�
�
�
�
�
�
養
成
講
座
�
�
�
進
�
�

�
�
�意
見
書
�
尊
重
�
�検
討
課
題
�
整
理

�
�
中
�
�学
校
�
市
民
�観
光
客
�
�
�
�

�
探
�
�
�
�
�
長
期
的
展
望
�
立
�
�
計

画
�
作
成
�
�
�
�
�
�
�

宇
江
田
豊
彦
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
児
童
�
生
徒
�
進
路
保
障
�
�
�
�

東
城
地
域
と
福
山
市
を
結
ぶ
幹
線
道

路
は
国
道
１
８
２
号
し
か
な
い
。こ

の
幹
線
道
路
は
物
流
を
は
じ
め
県
東
部
の
生

活
、経
済
の
動
脈
と
し
て
重
要
な
路
線
で
あ

る
が
、幹
線
道
路
と
し
て
役
割
を
十
分
果
た

し
て
い
な
い
。県
境
に
接
し
本
市
の
玄
関
に

当
た
る
東
城
地
域
と
福
山
間
に
地
域
高
規
格

道
路
の
建
設
を
計
画
さ
れ
た
い
。

現
在
�
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松

江
線
�
工
事
�
進
�
�
�
�
�
�
�

26
年
度
�
�
�
全
線
�
�
供
用
開
始
予
定
�

�
�
�完
成
後
�
�中
国
自
動
車
道
�
尾
道
松

江
線
�
接
続
�
�
�
東
城
�
�
福
山
方
面
�

関
�
�
�
�
利
用
�
推
進
�
図
�
�
�
�
�

�
予
測
�
�
�
�東
城
�
福
山
間
�
国
道
�
�

�
号
�
�広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
�
�県
東

部
地
区
�
南
北
�
結
�
広
域
道
路
�
交
流
促

進
型
�
指
定
�
�
�
�
�
�
�
地
域
高
規
格

道
路
�
�
格
上
�
�
見
通
�
�
立
�
�
�
状

況
�
�
�
�

�

小
規
模
崩
壊
地
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、

現
在
の
要
望
地
区
に
対
す
る
事
業
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

23
年
度
以
降
�
要
望
地
区
�
�
市
全

体
�
�
53
�
所
�
�
�
事
業
�
進
捗

状
況
�
�過
去
�
年
間
�
�
�緊
急
�
整
備
�

必
要
�
75
�
所
�
申
請
�
�
50
�
所
�
採
択

�
受
�
事
業
実
施
�
�
��
�
�
�県
�
財
政

状
況
�
厳
�
�
�本
年
度
�
�要
望
数
10
�
所

�
対
�
�
�
現
在
�
�
所
�
内
示
予
定
�
�

�
�
�
�
�

西
村
和
正
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
住
宅
用
火
災
報
知
機
�
設
置
�
啓
発
広
報

��
�
�
�

�
�
�
�
�
放
送
�
終
了
�
伴
�
家
電
類
�

�不
法
投
棄
対
策
�
�
�
�

地
域
高
規
格
道
路
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

地
域
市
街
地
に
ぎ
わ
い
再
生
の

た
め
の
拠
点
施
設
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
博
物
館
の

あ
り
方
に
つ
い
て

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
化
に
伴
う

地
域
振
興
計
画（
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
）の
策
定
に
つ
い
て

災
害
対
策
と
小
規
模
崩
壊
地

復
旧
事
業
に
つ
い
て

林
業
振
興
に
つ
い
て

畜
産
振
興
に
つ
い
て

地域高規格道路  高道路
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西村　和正議員

にし むら まさかず

ジ
ョ
イ
フ
ル
は
地
元
商
店
の
集
合
体

の
協
同
組
合
で
あ
る
が
、大
型
店
舗

と
捉
え
ら
れ
、店
舗
改
装
支
援
事
業
や
起
業

補
助
事
業
等
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。各

事
業
の
適
用
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
�
�
�
�
�
�庄
原
市
�
代
表
�
�

商
業
�
核
�
�
�
昭
和
53
年
�
整
備

�
�
�地
域
�
買
�
物
拠
点
�
�
�
重
要
�
役

割
�
担
�
�
�
�
�本
市
�
�相
次
�
大
店
舗
�

出
店
�
�
�
街
中
�
買
�
物
�
�
�
人
�
少
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
課
題
�
少
�
�
�
緩
和

�
�
手
段
�
�
�
�空
�
店
舗
�
個
店
活
用
�

対
�
��
�
�
�
�
活
性
化
補
助
事
業
���
最
寄

�
買
�
店
舗
改
装
支
援
補
助
事
業
��
実
施
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�本
制
度
�
大
規
模
小
売

店
舗
�
適
用
�
�
�
�
�
適
当
�
�
�
�
考
�

�
�
�現
在
�市
�
県
立
広
島
大
学
研
究
開
発
助

成
事
業
�
��
�
�
�
�
�
�
場
�
�
�
�
再

活
性
化
対
策
�
研
究
�
�
�
支
援
�
�
�
�
�

�
�
研
究
結
果
�
踏
�
�
�
��
�
�
�
形
�

支
援
�
�
�
�
�
検
討
�
�
�
�
�
�
�

合
併
し
て
７
年
目
と
な
る
が
、地
域

間
の
格
差
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
う
。地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
入
れ
て
で
も

集
落
点
検
を
行
い
な
が
ら
、地
域
振
興
計
画

を
至
急
に
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
振
興
計
画
�
�
自
治
振
興
�
�

�
�
�
指
定
管
理
者
�
�
�
19
�
�

�
�
自
治
振
興
区
�
未
策
定
�
�
�
�
�
今

年
度
�
�
策
定
�
検
討
�
�
�
�
�
�
残
�

30
自
治
振
興
区
�
�
�
�
自
治
振
興
区
�
�

�
�
計
画
�
策
定
�
�
�
�
�
�
�
�今
後
�

自
治
振
興
区
�
再
編
�
自
治
振
興
�
�
�
�

�
�
移
行
�
推
進
�
�
再
編
後
�
地
域
振
興

計
画
�
早
期
策
定
�
促
進
�
�
�
��
�
�平

成
21
年
度
�
�
�
地
域
振
興
計
画
�
策
定
�

推
進
�
�
�
�
�
経
費
�
一
部
�
地
域
振
興

交
付
金
�
�
�
交
付
�
�
支
援
�
�
�
�
�

計
画
�
策
定
�
�
�
�
地
域
�
�
�
�
�
�

�
活
用
�
�
�
�
�
�
有
効
�
手
段
�
一
�

�
�
�
�
�策
定
�
手
法
�
��
�
�
�
�
自

治
振
興
区
�
自
主
的
�
主
体
的
�
決
定
�
�

�
�
�
�
�
�
�
認
識
�
�
�
�
�

林
高
正
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
集
落
支
援
員
制
度
�
地
域
�
�
�
協
力
隊

��
�
�
�

施
政
方
針
で「
生
業
と
し
て
の
林
業

振
興
政
策
の
検
討
」と
あ
る
が
、具
体

的
に
伺
う
。①
素
材
生
産
の
付
加
価
値
を
あ

げ
る
加
工
施
設
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
林
業
従
事
者
の
人
材
育
成
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

�
現
在
�
市
内
�
�
乾
燥
施
設
�
保

有
�
�
大
規
模
�
木
材
加
工
施
設
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
会
議
�
中
心
�
製
材
加
工
事
業
�
成
立
�

向
�
�
調
査
�検
討
�
進
�
�
�
�
�
�新
規

�
設
備
投
資
�
�
�
�
膨
大
�
�
�
�
�
�

解
決
�
�
�
課
題
�
多
�
�
早
期
�
事
業
化

�
非
常
�
困
難
�
�
�
�
判
断
�
�
経
過
�

�
�
��
�
�森
林
�
有
効
活
用
�
�
�
�
�
�

製
材
加
工
施
設
�
果
�
�
役
割
�
重
要
�
認

識
�
�
�
�
�
引
�
続
�
前
向
�
�
検
討
�

重
�
�
�
�

�
林
業
従
事
者
�
確
保
�
育
成
�
�
�
�
�
�

国
�
県
�
�
�
�
関
連
�
�
施
策
�
展
開
�

�
�
�
�
�県
内
�
�
�財
団
法
人
広
島
県
農

林
振
興
�
�
�
�
�
県
�
�
指
定
�
受
�
�

林
業
事
業
主
�
対
�
�
雇
用
管
理
�
改
善
�
�

事
業
�
合
理
化
�
関
�
�
支
援
措
置
�
林
業

技
術
�
機
械
操
作
�
就
業
体
験
等
�
関
�
�

研
修
�
実
施
�
�
�
�
�
地
域
�
実
情
�
応

�
�
支
援
対
策
�
行
�
�
�
�
�本
市
�
�
�

独
自
�
人
材
育
成
対
策
�
行
�
�
�
�
�
�
�

林
業
従
事
者
�
人
材
育
成
�
�
�
生
活
環
境

整
備
�
�
�
取
�
組
�
�
本
市
�
林
業
振
興

�
図
�
�
�
�
�
重
要
�
�
�
�
認
識
�
�

�
�
�
県
�
支
援
対
策
�
国
�
関
係
機
関
�
�

連
携
�
密
�
�
�
�
�
�
必
要
�
対
応
�
図

�
�
�
�
�
�
�

和
牛
の
増
頭
計
画
に
つ
い
て
、過
去

10
年
間
の
畜
産
農
家
戸
数
と
成
牛
頭

数
の
推
移
は
。ま
た
、補
助
金
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

農
協
調
�
�
�
�平
成
13
年
度
�
�
�

�
�
�
戸
�
�16
�
月
齢
以
上
�
繁

殖
和
牛
�
�
�
�
頭
�
飼
育
�
�
�
�
�
�
�

平
成
22
年
度
�
�
��
�
�
戸
�
��
�
�
�

頭
�
�
�
�
�
�
�補
助
金
�
見
直
�
�
�現

在
策
定
中
�
庄
原
市
農
林
業
振
興
計
画
�
�

整
合
性
�
図
�
�
�
�
�
�
広
島
牛
振
興
協

議
会
�
助
成
事
業
�
取
�
組
�
状
況
�
�
庄

原
農
協
�
和
牛
改
良
組
合
�
和
牛
飼
育
集
落

法
人
�
�
�
関
係
者
�
意
見
�
聴
�
中
�
�

検
討
�
�
�
�

地
域
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
再
生
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、

成
果
と
課
題
は
ど
う
か
。今
後
の
あ
り
方
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

楽
笑
座
�交
流
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�三
軒
茶
屋

�
�
�
�
街
中
�
�
�
�
�
�
�
�
創
出
�
�

�
�
�
設
置
�
�
施
設
�
�
�
�
�
�
�
�

施
設
�
果
�
�
役
割
�
�
�
�
�
�
活
性
化

�
一
�
�
道
具
�
�
�
機
能
�
��
�
�
�
�
�

�
作
�
出
�
�
�
�
本
来
�
目
的
�
�
�
�

周
辺
地
域
�
商
店
等
�
対
�
�
波
及
効
果
�

生
�
出
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
程
度
�

面
的
整
備
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
��

�
�
面
�
活
性
化
�
図
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
考
�
�
�
�
��
�
�
�
�今
年

度
�新
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
設
置
�
�施

設
�
�
�
方
�
�
�
�
�
�
創
出
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
状
況
�
検
証
�
�
検
討
�
�
�

�
�
�
�

平
成
21
年
12
月
、庄
原
市
博
物
館
・
資

料
館
運
営
協
議
会
よ
り
、「
庄
原
市
博

物
館
・
資
料
館
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る

意
見
書
」が
出
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
意
見
書

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

教
育
委
員
会
�
�
�
�
�
意
見
書
�

�
�
�
�
�
�
各
項
目
�
内
部
�
検

討
�
�博
物
館
�
資
料
館
�
管
理
運
営
�
係
�

実
施
計
画
�
作
成
�
�
今
年
度
早
�
時
期
�

目
途
�
�現
在
進
�
�
�
�
�意
見
書
�
参
考

�
�昨
年
度
�
�
各
施
設
�
収
蔵
資
料
�
整
理
�

把
握
�
進
�
�
�
�
�
今
年
度
�
継
続
�
�

作
業
�
実
施
�
�
�
�
��
�
�今
年
度
�
�

�
�資
料
�
展
示
活
用
�学
校
�
連
携
�
�
文

化
財
�
博
物
館
等
�
活
用
�
�
事
業
�
文
化

財
�
�
�
�
�
�
養
成
講
座
�
�
�
進
�
�

�
�
�意
見
書
�
尊
重
�
�検
討
課
題
�
整
理

�
�
中
�
�学
校
�
市
民
�観
光
客
�
�
�
�

�
探
�
�
�
�
�
長
期
的
展
望
�
立
�
�
計

画
�
作
成
�
�
�
�
�
�
�

宇
江
田
豊
彦
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
児
童
�
生
徒
�
進
路
保
障
�
�
�
�

東
城
地
域
と
福
山
市
を
結
ぶ
幹
線
道

路
は
国
道
１
８
２
号
し
か
な
い
。こ

の
幹
線
道
路
は
物
流
を
は
じ
め
県
東
部
の
生

活
、経
済
の
動
脈
と
し
て
重
要
な
路
線
で
あ

る
が
、幹
線
道
路
と
し
て
役
割
を
十
分
果
た

し
て
い
な
い
。県
境
に
接
し
本
市
の
玄
関
に

当
た
る
東
城
地
域
と
福
山
間
に
地
域
高
規
格

道
路
の
建
設
を
計
画
さ
れ
た
い
。

現
在
�
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松

江
線
�
工
事
�
進
�
�
�
�
�
�
�

26
年
度
�
�
�
全
線
�
�
供
用
開
始
予
定
�

�
�
�完
成
後
�
�中
国
自
動
車
道
�
尾
道
松

江
線
�
接
続
�
�
�
東
城
�
�
福
山
方
面
�

関
�
�
�
�
利
用
�
推
進
�
図
�
�
�
�
�

�
予
測
�
�
�
�東
城
�
福
山
間
�
国
道
�
�

�
号
�
�広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
�
�県
東

部
地
区
�
南
北
�
結
�
広
域
道
路
�
交
流
促

進
型
�
指
定
�
�
�
�
�
�
�
地
域
高
規
格

道
路
�
�
格
上
�
�
見
通
�
�
立
�
�
�
状

況
�
�
�
�

�

小
規
模
崩
壊
地
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、

現
在
の
要
望
地
区
に
対
す
る
事
業
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

23
年
度
以
降
�
要
望
地
区
�
�
市
全

体
�
�
53
�
所
�
�
�
事
業
�
進
捗

状
況
�
�過
去
�
年
間
�
�
�緊
急
�
整
備
�

必
要
�
75
�
所
�
申
請
�
�
50
�
所
�
採
択

�
受
�
事
業
実
施
�
�
��
�
�
�県
�
財
政

状
況
�
厳
�
�
�本
年
度
�
�要
望
数
10
�
所

�
対
�
�
�
現
在
�
�
所
�
内
示
予
定
�
�

�
�
�
�
�

西
村
和
正
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
住
宅
用
火
災
報
知
機
�
設
置
�
啓
発
広
報

��
�
�
�

�
�
�
�
�
放
送
�
終
了
�
伴
�
家
電
類
�

�不
法
投
棄
対
策
�
�
�
�

地
域
高
規
格
道
路
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

地
域
市
街
地
に
ぎ
わ
い
再
生
の

た
め
の
拠
点
施
設
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
博
物
館
の

あ
り
方
に
つ
い
て

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
化
に
伴
う

地
域
振
興
計
画（
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
）の
策
定
に
つ
い
て

災
害
対
策
と
小
規
模
崩
壊
地

復
旧
事
業
に
つ
い
て

林
業
振
興
に
つ
い
て

畜
産
振
興
に
つ
い
て

地域高規格道路  高道路



一般質問
ここが聞きたい!

一般質問
ここが聞きたい!

問 庄
原
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

福山　権二議員

ふく やま けん じ
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問

問問

問

答

答答

答

答

小谷　鶴義議員

こ だに つる よし

谷口　隆明議員

たに ぐち あきたか

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
構
成

に
つ
い
て
の
編
集
方
針
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

現
在
�市
�
�
�
�
�
�
�
�
�各
課

�
�
�
�
�
編
集
�
権
限
�
持
�
�

�
�
�
�情
報
�
内
容
�
各
課
�
判
断
�
�
�
�

課
内
�
決
裁
�
受
�
�
掲
載
�
�
�
�
�
内

容
構
成
�
�
�
�
�
掲
載
�
内
容
�
情
報
量

�
�
�
統
一
性
�
欠
�
�
面
�
�
�
�
�
�

認
識
�
�
�
�
�随
時
�更
新
等
�
依
頼
�
行

�
�
�
�
�
�十
分
�
徹
底
�
�
�
�
�
�
�

�
�
原
因
�
�
�
�
現
在
使
用
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
作
成
�
�
�
�
�
操
作
性
�
課

題
�
�
�
�
�
�
�
�
現
在
進
�
�
�
�
市

�
�
�
�
�
�
�
作
成
�
�
�
�
�
更
新
�

�
�
改
善
�
�
�
�
�
�
考
�
�
�
�
��
�
�

併
�
�
実
施
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
見
直
�
�

行
�
�
職
員
�
�
研
修
等
�
徹
底
�
�
�
�

中
�
�情
報
�
探
�
�
�
�
�
�掲
載
�
�
情

報
�
充
実
�
図
�
�
�
�
�
編
集
方
針
�
見

直
�
�
�
新
�
�
�
�
�
�
�
�
�
情
報
提

供
状
況
�
確
認
�
�
�
�
中
�
�
編
集
会
議

�
�
�
組
織
体
制
�
含
�
�
検
討
�
�
�
�
�

庄
原
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
㈱
は
、会
社

の
設
立
経
過
、資
本
金
、取
締
役
員
な

ど
、本
市
の
行
政
組
織
と
本
質
的
に
一
体
化

し
て
い
る
。市
情
報
公
開
条
例
の
実
施
機
関

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

出
資
法
人
�
情
報
公
開
�
�
�
�
�
�

出
資
法
人
�
本
市
�
事
務
事
業
�
一

部
�
補
完
�
�
�
分
担
�
�
�
�
�
�
�
�

�
考
慮
�
�昨
年
�
月
�市
�
説
明
責
任
�
果

�
�
�
出
資
法
人
�
情
報
公
開
�
推
進
�
�

�
�
�情
報
公
開
条
例
�
一
部
改
正
�
�
�庄

原
市
総
合
�
�
�
�
�
�
�
市
�
全
額
出
資

�
�
法
人
�
密
接
�
関
係
�
�
�
�
�
商
法

上
�
株
式
会
社
�
�
�
設
立
�
�
�
�
�
本

市
�
�
全
�
別
個
�
独
立
�
�
法
人
格
�
有

�
�
�
�
�
庄
原
市
総
合
�
�
�
�
�
�
条

例
上
�
実
施
機
関
�
�
�
�
�
�
�
地
方
自

治
法
�
定
�
�
�
�
条
例
制
定
権
�
範
囲
�

超
�
�
�
�
�
�
�
�
困
難
�
�
�
�
考
�

�
�
�
�

福
山
権
二
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
原
子
力
発
電
�
�
対
応
�
�
�
�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
学
習
指
導

は
で
き
な
い
の
か
。ま
た
、生
活
保
護

世
帯
の
子
ど
も
の
た
め
の
塾
制
度
を
作
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

放
課
後
児
童
�
�
�
�
�
�
日
課
�

�
�
学
校
�
宿
題
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
生
活
�
一
部
�
捉
�
�
一
定
時
間

指
導
員
�
共
�
�
習
慣
�
�
�
自
主
的
�
取

�
組
�
態
度
�
養
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
放
課
後
児
童
�
�
�
�
�
学

習
指
導
�
�業
務
�
�
�
考
�
�
�
�
�
�指

導
員
�
状
況
�
�
�
�
�
難
�
�
�
考
�
�

�
�
�
保
護
世
帯
�
児
童
�
対
�
�
学
習
支

援
�
�
�
�
�
本
市
�
�
�
�
全
国
的
�
保

護
動
向
�
中
�
�
一
般
世
帯
�
児
童
�
比
�

学
力
�
劣
�
�
�
�
��
�
�学
力
不
足
�
要

因
�
�
�
進
学
率
�
低
�
�
�
�
傾
向
�
明

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
保

護
世
帯
�
児
童
�
生
徒
�
�
�
対
象
�
�
�

学
習
支
援
�
必
要
性
�
低
�
�
判
断
�
�
�

�
�

23
年
新
年
に
あ
た
り
、市
長
は
職
員

に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）を

含
め
再
検
討
の
指
示
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

地
域
情
報
化
整
備
に
つ
い
て
、本
当
に
取
り

組
む
姿
勢
が
あ
る
の
か
。

�
月
議
会
�
施
政
方
針
�
中
�
�
事

業
�
再
検
討
�
再
調
査
�
進
�
�
�

�
�
表
明
�
�
一
般
質
問
�
�
事
業
実
施
�

可
否
�
判
断
�
�
�
�
�
答
弁
�
�
�
�
�

�
本
年
�
月
�
新
設
�
�
情
報
政
策
課
�
重

点
的
�
対
応
�
行
�
�
�
�
�現
在
�様
�
�

工
事
業
者
�
事
業
費
�
聴
取
�
行
�
�
�
�

段
階
�
�
�
�
�
�
月
�
10
月
�
�
事
業
実

施
�
可
否
�
決
定
�
�
�
�
思
�
�
�
�
�

地
域
情
報
化
�
整
備
�
関
�
�
再
調
査
�
再

検
討
�
�事
業
内
容
�
事
業
効
果
��
�
�
�

整
備
�
�
事
業
�
�
整
合
性
�
事
業
費
�
財

源
�
精
査
�
�
�
�
観
点
�
�
�
�
�
�
�

含
�
�
検
討
�
進
�
�
�
�
�

小
谷
鶴
義
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
組
織
機
構
�
見
直
�
�
�
�
�

�
既
存
商
店
�
振
興
策
�
�
�
�

�
�
�
�
�
生
産
�
需
要
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
普
及
�
�
�
�

�
尾
道
松
江
線
開
通
�
見
越
�
�
新
�
�
取

��
組
�
�
�
�
�

�
高
等
学
校
存
続
�
向
�
�
取
�
組
�
�
�

��
�

①
介
護
保
険
法
の
改
正
で
、要
支
援

者
を
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
外

し
、市
町
村
任
せ
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
が
、本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

②
今
後
の
介
護
施
設
の
整
備
の
基
本
方
針
は

ど
う
か
。

③
介
護
保
険
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
避
け
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た
め
、国
に
財
源
措
置
を
求
め
る
と
と
も
に
、

市
独
自
の
努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
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�
�
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�
�
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�
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�
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行
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�
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数
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�
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�
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況
�
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�
�
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上
�
�
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�
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�
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�
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�
幅
�
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�
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�
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�
�
第
�
号
被
保
険
者

�
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�
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�
�
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�
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担
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分
�
増
�
�
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置
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要
�

�
�
�
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国
市
長
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等
�
通
�
�
国
�
�
要

望
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動
等
�
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開
�
�
�
�
�引
�
続
�
�保

険
料
�
上
�
幅
�
最
小
限
�
�
�
�
�
努

力
�
�
�
�
�

谷
口
隆
明
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
障
害
者
基
本
法
�
改
正
�
�
�
�

�
学
校
給
食
�
�
�
方
�
�
�
�

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て

子
ど
も
の
勉
強
に
対
す
る

本
市
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

地
域
情
報
化
に
つ
い
て

庄
原
市
情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

6日
9日

18日
25日

30日
31日

1日
3日
7日
9日

16日

17日
20日

21日

22日

23日

24日

27日

第４回市議会定例会
議員全員協議会
産業建設常任委員会
総務財政常任委員会
教育民生常任委員会
第４回市議会定例会
議会運営委員会
第４回市議会定例会
産業建設常任委員会
第４回市議会定例会
議会運営委員会
第４回市議会定例会
教育民生常任委員会
総務財政常任委員会
議会運営委員会
議会運営委員会

[５・６・７月]

動きの

初　日

２日目

４日目

５日目

６日目

３日目

議会広報委員会
議会運営委員会
議会運営委員会
議会運営委員会
議員全員協議会
産業建設調査会
総務財政調査会
教育民生調査会

産業建設調査会
議会運営委員会
議員全員協議会
議会運営委員会
産業建設調査会
議会運営委員会

6 月

6 月

7 月

6 月

28日

7日
12日
13日
19日
20日

28日
29日

第４回市議会定例会
議員全員協議会
議会改革特別委員会
議会広報委員会

議会改革特別委員会
議会広報委員会
教育民生常任委員会
議会改革特別委員会
教育民生常任委員会
教育民生調査会
総務財政常任委員会
議会運営委員会

5 月

議議 会会



一般質問
ここが聞きたい!

一般質問
ここが聞きたい!

問 庄
原
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
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て

福山　権二議員

ふく やま けん じ
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問

問問

問

答

答答

答

答

小谷　鶴義議員

こ だに つる よし

谷口　隆明議員

たに ぐち あきたか

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
構
成

に
つ
い
て
の
編
集
方
針
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

現
在
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�
�
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課
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編
集
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権
限
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持
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�
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報
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内
容
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各
課
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課
内
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決
裁
�
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�
掲
載
�
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�
�
�
内

容
構
成
�
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�
掲
載
�
内
容
�
情
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量

�
�
�
統
一
性
�
欠
�
�
面
�
�
�
�
�
�

認
識
�
�
�
�
�随
時
�更
新
等
�
依
頼
�
行

�
�
�
�
�
�十
分
�
徹
底
�
�
�
�
�
�
�

�
�
原
因
�
�
�
�
現
在
使
用
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
作
成
�
�
�
�
�
操
作
性
�
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�
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�
�
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現
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�
�
�
�
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�
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実
施
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見
直
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行
�
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�
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報
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�
�
編
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組
織
体
制
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検
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庄
原
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総
合
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ー
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㈱
は
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社
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設
立
経
過
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金
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締
役
員
な

ど
、本
市
の
行
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織
と
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質
的
に
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体
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し
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る
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情
報
公
開
条
例
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機
関
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す
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は
な
い
か
。
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性
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23
年
新
年
に
あ
た
り
、市
長
は
職
員

に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）を

含
め
再
検
討
の
指
示
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

地
域
情
報
化
整
備
に
つ
い
て
、本
当
に
取
り

組
む
姿
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が
あ
る
の
か
。
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月
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会
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政
方
針
�
中
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事

業
�
再
検
討
�
再
調
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�
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政
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点
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工
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者
�
事
業
費
�
聴
取
�
行
�
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�
�
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月
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�
事
業
実

施
�
可
否
�
決
定
�
�
�
�
思
�
�
�
�
�

地
域
情
報
化
�
整
備
�
関
�
�
再
調
査
�
再

検
討
�
�事
業
内
容
�
事
業
効
果
��
�
�
�

整
備
�
�
事
業
�
�
整
合
性
�
事
業
費
�
財

源
�
精
査
�
�
�
�
観
点
�
�
�
�
�
�
�

含
�
�
検
討
�
進
�
�
�
�
�

小
谷
鶴
義
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
組
織
機
構
�
見
直
�
�
�
�
�

�
既
存
商
店
�
振
興
策
�
�
�
�

�
�
�
�
�
生
産
�
需
要
�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
普
及
�
�
�
�

�
尾
道
松
江
線
開
通
�
見
越
�
�
新
�
�
取

��
組
�
�
�
�
�

�
高
等
学
校
存
続
�
向
�
�
取
�
組
�
�
�

��
�

①
介
護
保
険
法
の
改
正
で
、要
支
援

者
を
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
外

し
、市
町
村
任
せ
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
が
、本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

②
今
後
の
介
護
施
設
の
整
備
の
基
本
方
針
は

ど
う
か
。

③
介
護
保
険
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
避
け

る
た
め
、国
に
財
源
措
置
を
求
め
る
と
と
も
に
、

市
独
自
の
努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
現
時
点
�
�
�
国
�
�
詳
細
�
資

料
�
示
�
�
�
�
�
�
�
制
度
�
是

非
�
申
�
上
�
�
�
�
�
�
�
新
制
度
�
全

国
統
一
�
�
�
�
�
各
市
町
�
判
断
�
�
�

�
�
�
決
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
国
民
�

等
�
�
享
受
�
�
�
社
会
保
障
制
度
�
�
�

介
護
保
険
�
�
�
�
利
用
�
地
域
格
差
�
生

�
�
�
�
�
危
惧
�
�
�
�
�
��
�
�一
部

�
�
要
支
援
軽
度
者
�
切
�
捨
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
懸
念
�
�
�
�
�
�
�
�
本

市
�
�
�
�
��
�
動
向
�
注
視
�
�第
�
期

�
計
画
策
定
�
�
�
�
十
分
�
検
討
�
行
�
�

的
確
�
対
応
�
�
�
�

�
今
後
�
施
設
整
備
�
�
基
本
的
�
�
利
用

者
�
�
�
�
介
護
�
�
�
�
提
供
事
業
者
�

意
向
�
�
�
�
伴
�
介
護
保
険
料
�
�
�
�

�
�
�
総
合
的
�
勘
案
�
�
介
護
保
険
制
度

�
高
齢
期
�
迎
�
�
市
民
�
�
�
�
円
滑
�

運
営
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
提
供
施
設
�

種
別
�
�
�
供
給
量
�
決
定
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
待
機
者
�
多
�
�
�
�
�
提
供
施

設
�
整
備
要
望
�
強
�
�
�
�
一
方
�
�
介

護
保
険
料
�
上
�
幅
�
最
小
限
�
止
�
�
必

要
�
�
�
�
�
�
�
�
厳
�
�
状
況
下
�
�

第
�
期
�
計
画
�
策
定
�
�
�
�
�
策
定
委

員
会
等
�
�
慎
重
�
審
議
�
賜
�
�
的
確
�

判
断
�
行
�
�
�
�
�
�
�

�
要
介
護
認
定
者
数
�
計
画
数
値
�
上
回

�
状
況
�
�
�
�現
行
制
度
�
�
�保
険
料
�

値
上
�
�
避
�
�
�
�
�
状
況
�
�
�
�
可

能
�
限
�
上
�
幅
�
抑
�
�
�
�
�
認
識

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�給
付
費
財
源

�
負
担
区
分
�
改
正
�
�
第
�
号
被
保
険
者

�
賄
�
�
割
部
分
�
減
�
�
施
策
�
国
�

負
担
部
分
�
増
�
�
財
政
措
置
�
必
要
�

�
�
�
全
国
市
長
会
等
�
通
�
�
国
�
�
要

望
活
動
等
�
展
開
�
�
�
�
�引
�
続
�
�保

険
料
�
上
�
幅
�
最
小
限
�
�
�
�
�
努

力
�
�
�
�
�

谷
口
隆
明
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
障
害
者
基
本
法
�
改
正
�
�
�
�

�
学
校
給
食
�
�
�
方
�
�
�
�

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て

子
ど
も
の
勉
強
に
対
す
る

本
市
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

地
域
情
報
化
に
つ
い
て

庄
原
市
情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

6日
9日

18日
25日

30日
31日

1日
3日
7日
9日

16日

17日
20日

21日

22日

23日

24日

27日

第４回市議会定例会
議員全員協議会
産業建設常任委員会
総務財政常任委員会
教育民生常任委員会
第４回市議会定例会
議会運営委員会
第４回市議会定例会
産業建設常任委員会
第４回市議会定例会
議会運営委員会
第４回市議会定例会
教育民生常任委員会
総務財政常任委員会
議会運営委員会
議会運営委員会

[５・６・７月]

動きの

初　日

２日目

４日目

５日目

６日目

３日目

議会広報委員会
議会運営委員会
議会運営委員会
議会運営委員会
議員全員協議会
産業建設調査会
総務財政調査会
教育民生調査会

産業建設調査会
議会運営委員会
議員全員協議会
議会運営委員会
産業建設調査会
議会運営委員会

6 月

6 月

7 月

6 月

28日

7日
12日
13日
19日
20日

28日
29日

第４回市議会定例会
議員全員協議会
議会改革特別委員会
議会広報委員会

議会改革特別委員会
議会広報委員会
教育民生常任委員会
議会改革特別委員会
教育民生常任委員会
教育民生調査会
総務財政常任委員会
議会運営委員会

5 月

議議 会会
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編

集

後

記

主な日程（予定）

9月定例会の

９月５日（月）

９月６日（火）

９月７日（水）

９月８日（木）

９月９日（金）

９月13日（火）

９月14日（水）

９月20日（火）

９月21日（水）

９月22日（木）

９月27日（火）

９月29日（木）

本会議（初日）、
決算審査特別委員会ほか

決算分科会

決算分科会

決算分科会

決算分科会（予備日）

委員会

委員会（予備日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議、
決算審査特別委員会

本会議（最終日）

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL 0824-73-1162）へ
　お問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時からの予定です。

日にち 主な会議名

　庄
原
豪
雨
災
害
か
ら
１
年
、東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
と
津
波
か
ら
５
カ
月
。一

日
も
早
い
生
活
の
再
建
を
望
む
ば
か
り

で
す
。被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
や
さ
し
い

政
治
が
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は

あ
り
ま
せ
ん
。政
治
に
携
わ
る
者
は
片
時

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　庄
原
市
議
会
は
、情
報
の
公
開
と
市
民

参
加
を
原
則
と
し
た
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
め
ざ
し
て
一
歩
ず
つ
歩
を
進
め

て
い
ま
す
。７
月
に
市
内
22
カ
所
で
行
っ

た
議
会
報
告
会
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。各
会
場
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
た
く

さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　議
会
広
報
委
員
一
同
、よ
り
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
へ
、議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
。「
市
議
会

だ
よ
り
」に
対
す
る
率
直
な
ご
意

見
・
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

　
　委 

員 

長

　
　門
脇

　俊
照

　
　副
委
員
長

　
　谷
口

　隆
明

　
　委

　
　員

　
　福
山

　権
二

　
　
　
　
　
　
　
　赤
木

　忠
德

　
　
　
　
　
　
　
　竹
内

　光
義

　議会を傍聴することは、市政の運営を知
り、皆さんから選ばれた議員の活動状況な
どを理解する一つの方法です。
　本会議（議員全員が議場で市議会の最終
的な意志を決定する会議）は一般に公開さ
れ、どなたでも傍聴することができます。
　ぜひ、お気軽に議会傍聴においでくださ
い。なお、議場は本庁舎５階にあります。
　また、本会議の様子は、地域イントラネ
ットから生中継で各支所等でも見ること
ができます。どうぞご利用ください。

　表紙の写真は、県民の森（西城町）のブナ林で撮影した
ものです。近年、おしゃれな服装で登山を楽しむ女性（＝

「山ガール」）も増えているそうです。皆さんも身近な自
然を訪ねてみてはいかがですか。

６月定例会の様子

表紙
の

説明

議会を傍聴してみませんか。
（傍聴にあたっての手続きは必要ありません。）

第27号

「庄原の夏」再発見。
■発行：平成23年８月19日

その他

2p 議会報告会を開催しました

議会改革特別委員会を設置5p

６月定例会
4p 一般会計補正予算（第3号）可決

6p 請願

8p 議決結果

9p 一般質問


